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                   概要

  繊維産業 とい えば我が国で産業空洞化 がかな り進 んでい ると考え られ る業種 であ り、

とくに衣服 の縫製分野では中国へ の生産移転が大規模 に進行 してい る。競争力のない産業

を保護す る必要はな く自然淘汰に任せるべき との主張 も聞かれ る。 しか しなが ら今 日の我

が国の置かれてい る状況はきわめて厳 しい。いまや過去の栄光を捨てて一か ら国際戦略の

見直 しをはかるべき時期にきていることを肝 に銘 じねばな らない。その意味で繊維産業は

貴重な生 き証人であ り、 この産業か ら学ぶことは我が国の未来 を見据 える上で きわめて重

要である。なぜ産業が空洞化 したのか、 どこに問題があったのかを、既存 の統計資料、独

自のアンケー ト調査結果 に加えて生産現場 を訪 問 しヒア リング調査 して分析す るのが本稿

の 目的である。結果 をま とめる と、最終工程である縫製工程 の付加価値生産性の低 さが産

業全体の空洞化を招いてい る点が指摘 され る。 また繊維産業は付加価値 労働生産性の観点

で国際的に絶対優位 を もつ ものの比較劣位 にあ り、 この原因 として生産性 向上に不可欠 な

ロボ ッ ト技術の恩恵にあま り欲 していないことがあげ られる。繊維 に代表 される伝統産業

では過去の蓄積 ゆえに、技術進歩 の恩恵 がス トレー トに産業振興に役 立たない局面があ り

得 る点は見逃せ ない。特定産業に傾斜 した地域構造 ゆえに、技術進歩への対応が地域 の 自

主性 に任 されていては、その恩恵 を十分 に受 けることはできない。そ こに政策介入 の必要

性 がある と考え られ る。技術開発 を推進す るこ とと同時に、 中小企業が新たな機械設備 を

導入 しやすい ような条件整備が必要であろ う。

        キー ワー ド
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1 は じ,めに

 繊維産業 とい えば我が国で産業空洞化 がかな り進んでいると考えられ る業種であ り、 と

くに衣服の縫製分野では中国への生産移転が大規模に進行 している。競争力 のない産業を

保護す る必要はな く自然淘汰 に任せ るべき との主張 も聞かれ る。 しか しなが ら今 日の我が

国の置かれてい る状況 はきわめて厳 しい。10年 前には世界 中の国々を制覇 したかに見 えた

日本の輸 出産業も、昨今ではそのプ レゼ ンスは 目に見 えて低下 している。以前は諸外国の

家電 シ ョップを埋 め尽 くしていた 日本製 品であるが、韓国や欧州の製品に押 されて今 日そ

の残影 を見っけることす ら難 しい。長年 にわた る我が国の不況で国内市場 が沈滞 し、円安

政策にのみす がってきた 日本の輸 出企業の没落は火を見るよりも明 らかである。競争力の

ない産業 を自然淘汰 に任せていたのでは、輸 出産業すべてが淘汰 されかねない。 自動車や

家電 とい った花形産業は国際的にも競争が激 しく、アジアでは 中国がそのライバル として

のろしを上げている。いまや過去の栄光を捨てて一か ら国際戦略の見直 しをはか るべ き時

期にきてい ることを肝 に銘 じねばな らない。その意味で繊維産業は貴重な生 き証人であ り、

この産業か ら学ぶ ことは我が国の未来を見据える上できわめて重要である。 なぜ産業が空

洞化 したのか、 どこに問題があったのかを直感 ではなく統計資料で検証す るのが本稿の 目

的である。

2 デー タについて

 繊維産業の分析 にあたって利用 したデータは経済産業省 『工業統計表』 と財務省 『貿易

統計』である。 ここでは両統計の産業または商品分類 と分析対象 の範囲について簡単 に解

説す る。工業統計表 の産業区分には区分が大きい順に2桁 コー ド、3桁 コー ド、4桁 コー ド

分類がある。繊維産業 とその他の製造業 を比較す る際には2桁 コー ド分類 を用いた。付表1

に示す よ うに2桁 コー ドは製造業を12食 料 品製造業か ら34 .その他 の製造業まで22種 類に

分 けてお り、その うち繊維産業に該当す るのは14.繊 維 工業 と15,衣 服 ・その他の繊維製品

製造業である。 さらに繊維産業にっいてはよ り詳細な分析 を行 うために4桁 コー ド分類 ま

でお りた。それ らは付表2の よ うに繊維工業について39商 品、衣服 ・その他の繊維製品製

造業について33商 品に分かれている。同じ繊維産業 とい うカテゴ リーで もこれ らの詳細な

商品で見た場合 どのような差違があるのか を検討する。

 貿易統計の品別国別表は品 目ごとに国別取引金額 と取引量が計上 されている。金額は輸

出についてはFOB、 輸入はCIF価 格が採用 され1000円 単位で表示 されている。品 目分類

は 「国際統一商品分類」(Harmonized System Codes;HSコ ー ド)に 準拠 した9桁 コー ド

2



で分類 され上6桁 の番号(NO)と 下3桁 の細分番号(sub.no)か らなる。上2桁 は第1類

「動物(生 きているものに限る)」 か ら第97類 「美術品、収集品及びこっ とう」までの97

分類 を表 している。分析対象の繊維産業は第11部 「紡織用繊維及びその製 品」にあた り、

付表3に 示す ように第50類 「絹及び絹織物」か ら第59類 「染み込ませ、塗布 し、被覆 し

又 は積層 した紡織用繊維の織物類及び工業用の紡織用繊維製品」を繊維工業、第60類 「メ

リヤス編物及び クロセ編物」か ら第63類 「紡織用繊維 のその他の製 品、セ ッ ト、中古の衣

類、紡織用繊維の中古の物 品及びぼろ」を衣服 ・その他繊維製品 としている。前者は主に糸

や織物等の原材料、後者 は洋服、小物な ど最終消費財 か ら成 る。詳細 な品 目ご とに輸 出入

額 をみ る際は、上4桁 分類で集計を行 った。それぞれ の品 目数 は繊維工業が1091、 衣服 ・

その他繊維製品が44で ある。

3 繊維産業の空洞化の現状

3.1 繊維産業全体の概観

 繊維産業は中国脅威論 のなかで最:も国内産業の衰退が危ぶまれる産業のひ とつであるが、

実際の ところいかな る状況にあるのか、工業統 計表 と貿易統計 を用いてその現状を捉 えて

み よう。 図1は1985年 か ら2001年 までの繊維産業の事業所数 と従業者数の推移である2。

1985年 時点の事業所数は66174で 、1980年 代後半はわず かな増減 を繰 り返すに とどまっ

ていた。 しかし、バブル崩壊後の1991年 以降は減少 の一途をた どり2001年 は半分以下の

31206と なった。 とりわけ減少率が著 しか ったのは1994年 、1999年 、2001年 で前年比マ

イナス8パ ーセン トを下回っている。同様の傾 向は従業員者数 にもあてはま り、1993年 以

降は前年比マイナス5パ ーセン ト以下 とい う状況が毎年続いている。人数では1985年 の

114万 人か ら2001年 には51万 人 と、やは り半分以下にまで減少 している。 さらに同様の

期 間にっいて繊維産業の付加価値額 と製造業合計付加価値額 に占める繊維産業の比率 の推

移をみ ると(図2)、 バブル期の1980年 代後 半は付加価値 が伸びていたことがわか る。 し

か し、1991年 の5兆5623億 円をピークに断続的に減少 し、2002年 にはついに2兆6202

億 円にまで減少 した。付加価値額 は経済全体の景気動 向と連動 しているので、それ を勘案

して製造業全体 の付加価値額に占める繊維産業の付加価値額 とい う指標でみ ると、当初5.2

パーセン トか ら2001年 には2 .5パ ーセン トと製造業に占める繊維産業の割合 も低下傾 向に

1メ リヤス編物及びクロセ編物は2002年 か ら新たに5つ に分割 された
。時系列で比較す る際は

それ らを統合 したので品 目数は105と なる。
2工業統計表の2桁 分類におけるの繊維工業と衣服・その他の繊維製品製造業を合計 した値

。1994
年か ら日本標準産業分類の改訂に伴い、繊維工業と衣服 ・その他の繊維製品製造業間で相互に大

幅な産業移動があるため、両部門を合計 して比較している。
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あることが明 らかになった。これ らの指標 をふまえると、国内の繊維産業が特に1990年 代

以降衰退の危機 に面 していることが裏付け られる。
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図2 繊維産業の付加価値額と製造業計に占める繊維産業の比率の推移

 国内生産が減少 した分、国内の繊維製品に対す る需要 を海外か らの輸入品でまかなって

い ることが推察 され るが、その様子 を示 したのが図3で ある。 ここでは前節 のとお り貿易

統計の第50類 か ら第59類 を繊維工業、第60類 か ら第63類 を衣服 ・その他繊維製品と分類

してい る。一見 して明 らかなように衣服 ・その他繊維製 品の輸入が圧倒的に多 く、また景気
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低迷 にも関わらず増加率 も高い。一方、輸出は多少の増加傾向がみ られ るものの1000億 円

余 りにす ぎず、ネ ッ トでは2兆 円以上の純輸入である。逆 に繊維 工業は近年3000億 円から

4000億 円の輸出超過 で、輸出は横 ばい、輸入は減少傾 向にある。 これ はひ とっには繊維工

業の輸出競争力があるともみ られ るが、実は繊維工業で生産 され る糸や織物 を原料 として、

そこか ら最終財である洋服 を製造す る工程が 日本 にな くな りつつあるため、む しろ輸入す

る必要がない とも解釈できる。洋服 とい う一つの製品を考えれば、 日本は中間財である生

地 を生産 して海外 に輸出 し、海外 でそれ らを加工 してもらい作 られた最終財 を輸入 してい

るとい うサイクル を描 くことができるだろ う。
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      図3 繊維産業の輸出入額の推移

 日本 の生産 と世界 の生産 とのっなが りとい う観点か ら貿易相手国別 にみ ていこ う(図

4 )。 まず輸入額が大きい衣服・その他繊維製品の大部分 は中国か ら輸入 してお り、全体の

8割 以上を占めてい る。次いでイ タリア、ベ トナム、韓 国、アメ リカの順である。中国 とベ

トナムは、豊富な低賃金労働 によって価格競争力があると考 えられ るが、イタ リア、アメ

リカか らの輸入 も多い とい うのは興味深い。繊維工業については中国からの輸入は3割 に

とどまってお り、衣服・その他繊維製品に比べる とシェアは低い。次いでアメリカ9パ ーセ

ン ト、イン ドネシア8パ ーセン ト、イタ リア と韓国がそれぞれ7パ ーセン トとなってい る。

アメ リカ、イタ リア、 ドイ ツ、イギ リスな ど欧米各国か らの輸入が意外に多いのが特徴 で

ある。次に輸 出先であるが、繊維工業は中国が45パ ーセン トと半分近 くを占めている。次

いで香港、アメ リカ、韓国、ベ トナム、タイの順である。衣服 ・その他の製品を中国やベ ト

ナムか ら輸入 してい ることを考慮すれば、中国、ベ トナムで衣服をつ くるための材料 を 日

本か ら輸 出し、完成品である衣服を輸入する とい う関係 を読み取ることができる。
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繊維工業の輸出相手国(2003年)
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図4 繊維製品の貿易相手国

3.2 工程別 にみた現状

 前節で繊維産業全体の状況を眺めたところ、中間財としての生地を生産する製織工程で

は 日本の輸 出競争力 はあるものの、川下に位置す る縫製の工程が 日本か らな くな りっっ あ

るため、それ に引っ張 られ る形で繊維産 業全体 が空洞化 しっっある点が指摘 された。っ ま

り、一つの最終消費財が完成するまでの工程のなかで、世界的な分業体制ができてお り、

綿花 の栽培、羊の飼育な ど気候や地質な どの地理的な状況 に依存 しない工程 であれ ば、 よ

り川下の生産工程 に生産拠点 としての求心力が強い と考え られ る。輸送 にかかる時間 とコ

ス トを考 えれ ば、糸か ら衣服まで一環生産す るメ リッ トは大きいであろ う
。 そこで以下で

は繊維産業を工程 ごとに分割 して、詳細な商品 ごとに国内生産 と輸出入の状況 を捉 えてい

きたい。付表4左 は洋服が完成す るまでの生産工程 を極簡単に示 した図である。ジャケッ
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トを例 にとると、まず原料 として羊毛があ り、①羊毛か ら糸がっ くられ(糸 の製造)、 ②糸

を撚 るなど加工 し(糸 の加 工)、 ③糸を織って生地 をっ くり(生 地の製造)、 ④織物 を染色

し整え(染 色 ・整理)、 ⑤生地を裁断、縫 うなどして洋服が完成す る(縫 製)。 ただ しこれ は

統計で分類 できる程度の大まかな工程にす ぎない。厳密には工程は もっと複雑多岐にわた

ってお り、例えば生地 を織る前に糸 を染色 した り、縫製工程ではボタン付 けや柄 あわせ を

した りす る。 より詳細な工程に関す る分析 は後述す るとして、 ここでは先の簡単な5つ の

工程でみてい くこととす る。付表4右 は各工程に生産物(工 業統計表の4桁 コー ド分類)

を対応づけたものである。 さらに参考までに可能なものについては、原料 による分類、加

工法 による分類 も行 っている。 この分類 を基に各工程の事業所数、従業者数 、付加価値額

を集計 したのが付表5で ある。時系列的な推移 を見 ると、 どの工程でも軒並み事業所数、

従業者数、付加価値額が一様 に減少 している。従業員数の減少率 と付加価値額の減少率 を

比較す ると、染色 ・整理工程を除いてすべての工程で従業員数の減少率の方が上回ってお り、

なかでも糸の製造工程、縫製工程での従業員数の減少率が相対的に高い。

 次に同様の工程分割 を貿易統計について も行ったのが付表6 である。各工程に貿易統計

のHSコ ー ド(4桁)を 対応付 けているが、糸の製造 と糸の加工工程、生地の製造 と染色整

理工程を分離す ることができなかったので、それぞれ統合 している。ただ し絹、毛、綿 と

いった原料に よる分類は、貿易統計の方が工業統計よ りも明確 に行える。 この分類に従 っ

て各工程の純輸 出額 を描いたのが図5で ある。 同じ繊維産業でも原料は輸入超過 、糸 と生

地の製造加工は輸出超過、縫製製品は大幅な輸入超過 となっていて、意外に も糸 と生地3の

製造工程では今 もなお競争力を保 ってい るのである。ひ とつの最終消費財ができるまでの

サイ クルでみれば、 日本 は原料 を輸入 して糸 を生産 し、その糸か ら生地をつ くり、生地 を

輸 出して海外で縫製 されて出来た製 品を輸入 してい るとい うことにな る。 しか しなが ら、

原料の純輸入額はゼ ロに近づきつつある。図6の 輸入額の推移か らもみて とれるよ うに、

最終財である縫製製品の輸入額は増加 の一途をた どっているのに対 して、糸や生地作 りに

必要な原料の輸入は減少傾向にある。また糸 と生地の輸 出額は1990年 代を通 じて横 ばい状

態である(図7)。 このことは最終工程である縫製工程の海外シフ トに伴い、国内で競争力

のあった糸や生地の生産 工程 も今後はそれに引 っ張 られて空洞化する恐れが あることを示

唆 している。

3織 物 のほかニ ッ ト生地を含 む
。
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 一見 した ところ織物か ら縫製まで大規模 に一貫生産できれば効率 よくかつ川 下工程 の空

洞化 を防げ るように思 えるが、ではなぜ工程の分断や工程間で競争力の差異が生 じるので

あろ うか。 これ を端的に示 したのが1事 業所あた りの平均従業者数 と付加価値生産性を工

程間で比較 した図8で ある。糸の製造工程の1事 業所平均従業員数は41人 と圧倒的に大 き

く、糸の生産は規模の経済を享受 していると考 えられ る。それ に続 く糸の加 工は零細で、

その他の工程 は10人 か ら20人 と中小規模である。 この ように工程 によって最適規模が異

な ることが工程分断す るひ とつの要因 となっている。縫製工程 は、 中国等の映像で大工場

に大勢の人間が一列 に並んで ミシンを掛 けてい る姿 をよくみ るが、現在の 日本においては

16人 程度 と規模が小 さい。これは中国では流れ作業でひ とつの衣服を縫い上げるのに対 し、

日本では一人が より多 くの工程 を受 け持つ とい った作業方法の違いを示唆 している。図8

の折れ線 グラフで示 され ている付加価値 生産性 は付加価値額 を従業員数 で割った値 である

が、輸 出競争力がある生地の製造、整理 ・染色工程では付加価値生産性が高 く1人 当た り700

万 円を越 えてい るのに対 して、縫製工程は1人 当た り400万 円と最 も低いのである。 この

付加価値生産性 の高低差が工程間に空洞化の程度の差 を生 じさせ る一因 といえよう。当然

の ことなが ら付加価値生産性が低い場合は、低 コス トで より多 くの労働力を雇 える低賃金

国の方が競争力があることにな る。

9



平均従巣者数(人/1事 業所)

40

35

30

25

20

15

10

5

0

①糸の製造

付加価値生産性(百万円/人)

     9

覃飜 司

脇膿
②糸の加工     ③生地の製造     ④染色整理 ⑤縫製

8

7

8

5

4

3

z

1

0

図8 平均従業者数 と付加価値生産性の比較

4 詳細な商品別分析

4,1付 加価値生産性 と資本装備率の分析

 前節の工程別に集計 した レベルでの観 察か ら、工程 ごとの最適規模や付加価値生産性 の

違いが指摘 された。 この原因や空洞化 との関連 を探 るためにさらに詳細 な商品でみていこ

う。付表7は 工業統計表の4桁 ベースで計上 した2001年 の事業所数 、従業者数、付加価値

額、1事 業所 あた りの平均従業者数 と付加価値生産性である。平均従業者数は同じ工程 でも

ば らつきがみ られ る。綿紡績業が91人 と最 も多 く、 この他綿 ・ス フ ・麻織物機械染色業、

絹 ・人絹織物機械染色業、フェル ト・不織布製造業、上塗 りした織物 ・防水 した織物製造

業で平均従業者数が40人 以上 と多い。逆にねん糸製造業、麻織物業、横編 ニッ ト生地製造

業スカーフ ・マ フラー製造業、帆布製 品製造業、刺 しゅう業は10人 未満である。付加価値

生産性は フェル ト・不織布製造業、上塗 りした織物 ・防水 した織物製造業が最 も高 く一人

当た り1000万 円を越 えている。次いで900万 円を越 えているのは、たて編ニ ッ ト生地製造

業、編 レース製造業、ボ ビンレース製造 業、手袋製造業、タオル製造業である。同 じ縫製

工程で もニ ッ ト製寝着類製造業 とタオル製造業では付加価値生産性が3倍 以上異なってい

る。
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このような付加価値生産性 の差 を、生産関数の労働 と資本の関係で考えてみよ う。Yを 生産

物、:Lを 労働投入量、Kを 資本投入量 とす ると、生産関数は一般 に

Y=f(L,K)

と表 される。 これ をL-K平 面に描いたのが図9で ある。生産量が等 しい等量曲線上のa

点 とb点 を比較する と、aはbよ りも労働集約的(bはaよ りも資本集約的)で ある。ここ

で資本装備率は資本投入量 を労働投入量で割 った値で(K1L)、 図9の 原点か ら各点を結ぶ直

線の角度で表 され る。aはbよ りも資本装備 率が低 く、付加価値生産性が低い とい うことに

な る。つま り各産業が どれだけ資本集約的であるかが付加価値生産性の高いひ とっの要因

となる。

K

b

a

0 L

図9 等量曲面と付加価値生産性

この付加価値生産性 と資本装備率の関係 を工業統計表の4桁 レベルでみてい こう
。付図1

か ら付図3は 先ほどの付加価値生産性 をYILの 代理変数 、工業統計表の有形固定資産(土

地以外 のもの)現 在高を従業員数で割 った値 を肌 の代理変数 として描いた散布図である。

明 らかに両変数には正の相関がみ られ、資本装備率が高いほど付加価値労働生産性 が高 い

こ とがわかる。そこで、付加価値 生産性を資本装備率で説明す る以下の ような線形 回帰式

を考える。ただ し、Fiは 付加価値生産性(説 明変数)、 Eiは 資本装備率(被 説明変数)を 表

す。

Fi= α+βEi+Ui (i=1,… ,56)

製糸業、綿紡績業、か さ高加工糸製造業、化学繊維紡績業、整 毛業は異常値 として除いた
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サンプル数56で 回帰分析 を行い、αとβの最小2乗 推定値を推定 した。結果は以下のよ う

になった(カ ッコ内はt値)。 αの推定値、βの推定値 ともに有意であ り、決定係数は0.7515

である。

Fi=一1.7395 + 0.7096 × Ei

(一4.493)  (12.782)     R2=0.7515

 この結果 によると資本装備率が1上 昇す ると、付加価値生産性が0.7096上 がると推定 さ

れ る。 したがって資本装備率を上げ るこ と、言い換 えれば人の手で行 っている作業を資本

に代替 させ る資本財 の技術進歩 の重要性が改 めて想起 され る。ただ し、工程 に含 まれ る商

品数は染色整理までの4工 程の合計 と縫製がほぼ同 じくらいであることからわかるように、

縫製工程 はそれ以前の工程 よ りも多品種にわたってい る。また需要側の流行 り廃 りのサイ

クル も早 く、 これがある反復的な機能に特化 した資本財の導入を妨げてい る点は否めない。

4.2純 輸 出額

 今度は貿易統計の詳細な商品ごとに国際競争力のある商品についてみていこ う。付表8

はHSコ._._ド4桁 べ一スでみた繊維製品(5001か ら6310)の1988年 か ら2003年 にかけ

ての純輸出額の推移である。網掛けをしているのはプ ラスつま り、輸 出超過 のセルである。

綿織物、合成繊維 、合成繊維の織物な どは観測期間を通 じて純輸出であるのに対 し、シャ

ツ、ブラウス等の縫製製品はほぼすべて輸入超過である。これ を用いて2003年 にお ける純

輸出額上位10品 目と下位10品 目の推移 を描いたのが図10と 図11で ある。 まず上位 を見

ると10品 目中半分が合成繊維関係である。ただ し、純輸出額の最 も多い合成繊維 の長繊維

の糸の織物 の純輸 出額 は大幅に減少 してい る。純輸出額が比較的増加 または安定 してい る

のは、メ リヤス編物及び クロセ編物、綿織物、不織布である。不織布 は最 も付加価値 生産

性 の高い品 目であった。メ リヤス編物及び クロセ編物 については輸入超過額 が多い品 目と

見比べる と興味深い。輸入超過額が多い品 目としてジャー ジー、プルオーバー、カーデ ィ

ガンな ど(メリヤス編み又は クロセ編み)、Tシ ャツ、シングレッ ト、肌着(メ リヤス編み

又 はクロセ編み)が あ り、 中間財 としてのこれ らの生地を 日本が提供 してい ると考え られ

る。
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 繊維産業は全体 として付加価値 生産性 の低い産業であるゆえに、賃金のylplい日本では価

格競争 に勝 ち 目はない とい うのが当然の帰結の ように考え られ てい る。確かに縫製工程の

付加価値生産性 の低 さをみ ると、そのよ うな現状であることは事実である。 しか し、世界

の国別貿易額 をみてみると意外 にEU諸 国の輸出が多い ことに驚かされ る。図12は 繊維 工

業 と衣服 ・その他繊維製 品それぞれ についての世界の取引に占める各国の割合 を示 したグ

ラフである。繊維工業 も衣服 ・その他 の繊維製品もEUの 輸出が36パ.__.セ ン トと、中国を

抑えて トップである。域 内貿易を含んではいる とはい え他国に輸出 していることには変 わ

りなく、競争力は単純に人件費だけの問題ではないといえる。繊維 工業 と衣服 ・その他の繊

維製品の違い としては、前者はアメ リカ、 日本な ど先進諸国の輸出が多いのに対 して、後

者 はイン ド、バ ングラデ ィシュな ど発展途上国が多い点である。縫製 よ り前の工程は縫製

工程 よりも資本や技術を要することが再確認できる。 日本の繊維産業の見本 として注 目さ

れ るEUで あるが、その背後 には輸送 コス トの問題やイ タリア、 フランス等に代表 され る

ブラン ドカ はもちろんであるが、繊維製品を生産するための資本設備 を生産 している とい

うことも重要であろ う。 この点にっいてはさらに分析 をすす めていきたい。
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5 生産性の国際比較

 前節では我が国の繊維産業 の現状 を詳細 に分析 した。 この結果、製織を中心 とす る繊維

工業では輸 出超過 を維持するな ど国際競争力を持っ ものの、縫製 に代表 され る衣服製造業

では輸入超過 とな り、国内の産業空洞化が深刻であることが確認 された。本節 ではこの問

題 を世界の視点か ら仔細に分析す ることとす る。まず繊維、衣服の両産業における付加価

値労働生産性を国際比較 してみたのが付図4で ある4。比較対象は 日本 のほか中国、米国 と

ルクセンブル クを除 くEU14力 国である。これ を見ると日本の生産性は繊維 では比較 した

各国中で1位 であ り、 これが裏づけとなって輸 出超過を維持 していることがわかる。一方

で衣服ではデンマー ク、米国、アメリカの生産性 が 日本 を上回 ってい るものの、オランダ

とほぼ同率の4位 であ り必ず しも生産性 が低いと決めっ けることはできない。前節で世界

の輸出に大きなシェアをもつ ことを指摘 したEU各 国よ りも日本は付加価値労働生産性で

上回っていることになる。 さらに我が国の輸入先 としてまず思い浮かぶ 中国 との比較では

圧倒 的に 日本に軍配が上が り、単なる生産性 の比較だけでは空洞化を説明す ることが困難i

なことがわかる。ちなみに我 が国の輸 出で過去に中心的な役割を果た してきたラジオ・テ レ

ビ受信機 と自動車で同様 に付加価値労働生産性の比較を試みたのが付図5で ある。 この場

合にはラジオ ・テ レビ受信機では1位 をイギ リスに譲 ったものの、両分野で 日本 は世界に冠

たる生産性 を有 してお り、生産性がすべてを説明す るわけではないものの、 これが国際競

争力の原動力 として重要な要素であることは間違いない。

 そ こで思い浮かぶのが貿易理論の基礎 として名高いデ ビッ ド・リカー ドー の比較生産費

説である。ここではその含意 を卑近なハンバーガーの店 を例 に確認 してお こう。た とえば1

年前か らアルバイ トを しているA君 はハ ンバーガー1個 を作るのに2分 かか り、フライ ド

ポテ ト1袋 を作るのに3分 かかる。同 じ店で新 たにB君 が2時 間だけ一緒にアルバイ トす

ることになった。B君 はハ ンバーガー一一1個を作るのに3分 かか り、フライ ドポテ ト1袋 に4

分かかる。 どち らを作って も熟練 してい るA君 のほ うがだんぜん速い。 これ をA君 はどち

らの財 に対 しても、B君 に対 して絶対優位 にある とい う。 この場合に、① もし2人 が1時

間交代でハ ンバーガー とフライ ドポテ トを作るとす ると、2時 間ではハンバーガー を50個

(A君 が30個 、B君 が20個)と フライ ドポテ ト35袋(A君 が20袋 、 B君 が15袋)を 生

産できる。 しか し2人 が手分 けを して②A君 がハ ンバーガーだけを作れば2時 間で60個 、

B君 がフライ ドポテ トだけを作れば2時 間で30袋 生産できる。逆に③A君 がフライ ドポテ

トだけを作れば2時 間で40袋 、B君 がハ ンバーガーだけを作れば2時 間で40個 生産でき

る。

 も しこ こでハ ンバ ー ガー1個 とフ ライ ドポテ ト1袋 が ともに100円 だ とすれ ば 、① の場

合 の売 上 は8500円 な の に対 して 、② では9000円 、③ では8000円 とな る。 した が って、

4生 産性 の比較 に用 いたデ ータは
、経 済産 業省 「工業統計表」(日 本)、 国家統計局 「中国統計

年鑑」(中 国)、OECD「OECD STAN」(米 国、 EU)で ある。
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もし原材料費を無視 して売上高を最大にしたいならば、店長はA君 にハンバーガーを、B

君にフライ ドポテ トを作ってもらえばよい。 この ように2人 で同 じものを生産す るのに要

す るコス ト(こ の場合では時間)に 違いがある場合には、お互いに 「相対的」 に得意な分

野に特化す ることによ り分業の利益が得 られ る。 この単純な例では、ハ ンバーガー とフラ

イ ドポテ トの価格が同 じとい う前提で、A君 がハ ンバ._._ガーを作るのに要する時間はフライ

ドポテ トの3分 の2、 これがB君 では4分 の3と なっている。 ここで、

   23一く一
   3 4

となってお り、 これをA君 はB君 に対 してハ ンバーガーで比較優位 をもつ といい、その裏

返 しとして、B君 はフライ ドポテ トでA君 に対 して比較優位 をもっ とい う。つま り、それ

ぞれが比較優位 をもっ財 の生産 に特化す ることに より、双方 は分業の利益 を享受できるわ

けである。 リカー ドーはこの原理 を国際貿易に応用 して、2国 間の貿易 を説明 しようとした

のである。

 この例 を我が国の現状 にあてはめると、そ もそも衣服の労働生産性が他国 とい うよ りは

む しろ国内の他産業に比べて低い ことが、 日本 が衣服 で輸入超過 になっている原因 と考え

られ る。 そこで 日本の製造業全体 の付加価値労働生産性 を1と して、工業統計の2桁 レベ

ルで各産業を比較 したのが付図6で ある。 この結果1位 となったのは化学産業の2 .65、 ほ

ぼ同率の2位 が飲料 ・たばこ・飼料で2 .61で あ り、この2産 業が他 を大 きく引き離 してい る。

これに続 くのが石油・石炭製品の1.81、 鉄鋼の1 .52で ある。我が国の代表的な輸出産業 と

目され る輸送用機械器具は1.26で5位 、電気機械器具は0,95と1を 割 り込み10位 となっ

ている。一方で本稿で着 目している衣服は0 .36で 最下位、輸 出超過 を保っている繊維 も0.60

で下か ら第3位 で、相対的には生産性がきわめて低い。 この結果 を見れば、世界的にはま

ずまず高い生産性 をあげているに もかかわ らず 、 日本 が衣服で輸入超過 になっているの も

当然 と合点が行かなくもない。

 しか しながら前述の とお り比較生産費説で これ を説明す るためには、他国における繊維

もしくは衣服 とい った産業の相対的な位置付 けを知 らねばならない。 そこでまず、まった

く同じ試みを中国にっいて行 ったのが付図7で ある。 日中両国の産業分類 にはかな りの相

違 があるが、 ここでは と りあえず この点には 目をつぶ り大まかな傾 向を観察する。中国の

製造業ではたばこが8.88と 付加価値労働生産性では他 を圧倒 してお り、石油精製・コークス

が これ に続 く。また電気通信機械が2.00で3位 となってお り相対的な生産性の高 さが際立

ってい る。 これに対 して 日本の衣服 と繊維 に対応する縫製服装 と紡績は ともに0 .58で 最下

位 か ら2位 と3位 に甘ん じている。つま り衣服や繊維 といった部門は我が国のみならず、

実は中国でも低生産性部門の代表 に位置付け られていることが見てとれ るのである。それ

では米国は どうであろ うか。 ここでは石油精製・コークス・核燃料が4 ,11で 他 を引き離 して

1位 、化学の2.05が2位 の順 となっている。 自動車は1 .53で6位 、ラジオ ・テ レビ受信機

は11位 なが ら1.06と 製造業平均の1を 上回っている。 しか しここで も衣服は0 .53で 最下
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位 、繊維が0.57で 下か ら2位 と両産業の付加価値労働生産性の低 さが 目立っている。

 以下、付図8か ら付図22にEU各 国で同様 な部 門別生産性比較 を行 った結果が一覧 され

ている。いずれの国で も装置産業である石油精製 ・コー クス ・核燃料や化学が上位 に位置す

るものの、国 ごとに順位の変動 が見 られ る。 ちなみにEU14ヶ 国中で石油精製 ・コー クス・

核燃料が最上位 を占めるのが8力 国、化学が3力 国で、 フィンラン ドとギ リシャでは通信

用機器が、イギ リスでは ラジオ ・テ レビ受信機 がそれぞれ1位 となっている。注 目の衣服は

14力 国中、オース トリア、ベル ギー、スペイ ン、スウェーデンの4力 国で最下位、フィン

ラン ド、フランス、ポル トガル、英国で下か ら2位 となっている。製造業全体を1と した

相対指標 で見て も、アイル ラン ドで0.20、 フィンラン ドで0、33、 ス ウェーデンで0.33、 オ

ース トリアで0 .37、ベル ギーで0.45、 スペインで0 .47な ど衣服は軒並み0.5を 割 り込んで

いる。 しか しなが ら同じ衣服で も、デンマー クでは0 .79、イ タ リアで0.75、 ドイツで0.70

と他国 との比較では高い相対指標 を示 してい るのが注 目され る。また繊維 について も毛織

物で有名な英国で最下位、アイル ラン ドで下か ら2位 になるなど、相対的には付加価値労

働生産性が低い部門に属 している。その他のEU諸 国ではおおむね下か ら5位 ない し9位

に位置 しているが、ス ウェーデンでは下か ら13位 、ベルギーでは同11位 と国 ごとの変動

が激 しい。 これを製造業全体を1と した相対指標 で見る と、アイル ラン ドが0.20と 極端に

低いほかはおおむね0.5を 上回ってお り、 とくにスウェーデンでは0 .87、デ ンマー クとイ

タ リアで ともに0.84と 比較的高い値を示 している。

 これ らの結果を1枚 にまとめたのが付図23で ある。おおまかに言 えば、この図の右 に位

置す る国々は繊維で、上 に位置す る国々は衣服でそれぞれ比較優位 を もってい ると考 えら

れ る。 とくに図中の右上方 に位置す るデ ンマー ク、オ ランダ、フランス、 ドイツ、イ タリ

ア といった諸国は、いわゆる川上か ら川下まで繊維産業全体で比較優位 を有す る国々 とみ

なす ことができる。 これを見ればEU各 国が世界有数 の繊維 ・衣服 の輸 出国であることも首

肯できよ う。 ここで注 目すべきことは、上述の5力 国はEUの 中で もとりわけ製造業全般

に強み をもつ技術大国だ とい う事実である。 しかもこれ らの諸国は相対的に1人 あた り国

民所得が高 く、賃金水準 も高い と考えられる国々である。 同じEU域 内でも1人 あた り国

民所得が低位 にあるギ リシャやポル トガルに比べても、これ ら5力 国が とくに衣服の分野

で圧倒 的な比較優位 を誇 っていることは驚愕に値す る。

 一方で 日本はアイル ラン ドやギ リシャ とともに図中の左下のグルー プに属 してお り、繊

維産業全体 として比較劣位 にあることは明確であろ う。 ここで 日本 と中国を比べれば 日本

は繊維 でか ろうじて、中国は衣服で圧倒的な比較優位 をもってお り、 日中間の貿易構造 の

舞台裏 を垣間見るこ とができる。 しか しここで注 目すべ きことはグローバルな視点では必

ず しも中国が繊維産業全般で比較優位を もっているとは言いがたい とい う事実である。先

にも見た とお り繊維や衣服 といった分野は中国国内でも相対的 に低生産性分野であ り、上

述のEU5力 国はもちろん、米 国や英国に対 して さえ比較劣位 にある。したがって リカー ド

ーの貿易理論を前提 とすれば
、中国はやがて繊維産業全般か ら撤退を余儀な くされ る可能
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性がきわめて強い。裏 を返せ ば中国を生産拠点 として重視する 日本のアパ レル企業の戦略

は、近い将来 もろ くも崩れ去る運命 を暗示 してい ると言 っても過言ではなかろ う。

 以上の議論を前提 とすれ ば我が国が繊維産業のあ り方そのものを問い直す時期 にきてい

ることは明白である。 しか し我が国に とって繊維産業は製造業のほんの一角であ り、そも

そも比較劣位 にある産業を切 り捨てて比較優位 分野に特化すれば とい う議論 も当然に成 り

立ち得 る。そ こで我が国の代表的な輸 出産業の現状をラジオ ・テ レビ受信機 と自動車 を例 に

見たのが付図24で ある。これ を見るとた しかに 日本はこの2分 野で多 くのEU諸 国に対 し

て比較優位 にあるが、その差は必ず しも圧倒 的とは言 えない。 しかもラジオ・テ レビ受信機

ではイ ギ リスや中国に対 して比較劣位 にあるほか、 自動車で もポル トガルやアメ リカ、 さ

らにはフランスに対 しても比較劣位 の状態 にある。 自動車ではかろ うじて 中国に対 して比

較優位にあるが、その差は肉薄 している。つま り今や 日本 は製造業の どの分野において も

圧倒的な比較優位 にある とは言い難い状態で、比較劣位 にあるからと言 って安易に繊維産

業を切 り捨てることは許 されないのが現状である。

 そこで我が甲繊維産業の生産性向上を如何にすれば達成できるかを考えなければならな
い。 とりあえず我が国の製造業を例に生産性 の高 さの根源を見据 えるべ く、資本装備率 と

付加価値労働生産性 の関係を見たのが付図25で ある。どち らの指標 も製造業全体 を1と し

て基準化 し相対指標 としてある。 これを見 ると明 らかに両者 には正 の相関が見 られる。EU

については残念なが らこの種の資料 が得 られないため、 とりあえず 中国に関 して同様 のこ

とを試みたのが付図26で ある。 日本 ほど明確 ではないが、ここでも両者 には明 らかに正(b

相関が観 察 される。その中で繊維や衣服はもっ とも原点に近 く位置 してお り、 とりわけ衣

服の資本装備率の低 さが際立っていることがわかる。前節 における繊維産業の細分類の分

析 でも資本装備率 と付加価値労働生産性 との間には正の相関が観察 されてお り、資本装備

率の上昇 こそが生産性 向上の鍵 であることが理解 され よ う。 しか しなが ら付加価値労働 生

産性 については、上述の ように 日本はむ しろ他国に対 して絶対優位 をもっていることも事

実で、 これを向上 させ ることは他国か らの技術導入 に頼れない ことも認識 しなければな ら

ない。次節では ミクロレベルの工程の観察を通 じて、生産性 向上の余地 を探 ることとする。

6 実態調査の分析

 今般、日本商工会議所と慶應義塾大学産業研究所は、産業空洞化をミクロのレベルで分

析す るために、共 同で我が国製造業の実態調査 をお こなった。実態調査の中心は調査票記

入方式によるものであるが、一部の企業ない し事業所では現地 に赴いて詳細 な工程調査 を

実施 している。本節 では製織、縫製、ニ ッ トの各部門における実態調査 の結果 を踏まえて、

繊維産業の問題点を探る。 この うち製織では5社 の実態調査をお こない、 うち1事 業所の

実地調査を実施 した。 この うちの2社 が 中国での生産をお こなっているが、 うち1社 は中
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国では衣服の縫製を行ってお り、 日中両国で繊維の生産 を行 っているのは1社 のみであっ

た。また縫製では9社 の実態調査 をお こない、 うち1事 業所の実地調査を行 うことができ

た。 この うち4社 が中国でも生産 を行ってお り、 うち1社 は 日本国内にはデザイン部門の

みを有 し、生産は全量 中国に集約 してい る。ニ ッ トについては本調査で該当事業所が なか

ったため、別途実態調査 を実施 した。いずれ も標本が小 さく充分 とは言い難 いが、ここで

は主 として工程調査の結果 をもとに製織工程、織物製 品の縫製工程、ニ ッ ト製品の生産工

程 についてそれぞれの特徴 と問題点まとめることとす る。

6,1製 織 工程

 製織工程では前工程 と後工程がきわめて重要な意味を持っ。 これ らの工程は同一事業所

内に一貫 して配置 され る場合 もあるが、地場産業 として発展を遂げた我が国では多かれ少

なかれ複数 の事業所で分業体制 を とるこ とが多い。 しか しいずれの場合 も製織事業者 が織

物のデザイ ンか ら品質管理までを統括す るコンダクターであ り、必要に応 じて工程 の一部

を賃加工のかたちで他 の事業者 に委託するのが一般的である。製織事業者 は原糸 を購入 し、

柄物の場合 には糸染め業者に染色 を委託す るが、礼服 のよ うに単色の生地は 白糸をそのま

ま原料 として使用す る。 これ以外の工程は両者 に共通 で、まず原糸を ワインダーによ りボ

ビンな どに巻き返す。 この時点で不良箇所 を除去 し、糸 を長 くっなぎ合わせて加 工の準備

をする。必要に応 じてこの糸 を束ね機械 で撚 りをかける作業が撚糸工程である。撚糸は強

度を上げるな ど機 能性の付加 と同時に、織物の風合い を決定付ける重要な要素である。 し

たがって製織事業者 自身が撚糸機 を保有 して手がけることもあるが、地場産業では気 心の

知れた専門業者 に委託す るのが通例である。

 次の整経工程以降は整織 と一体の作業であ り、通例では整織事業者の事業所で一貫 して

実施 され る。整経 は織機 にくべ るための縦糸を織物のデザインにしたがって準備する工程

であ り、整経機 で経糸 ビームに巻き取 ってい く。 この経糸を織機 にセ ッ トす る工程 は機 上

げと呼ばれ、綜絖 と呼ばれ る金属の輪に経糸を通す経通 しは長年手作業で行 われていた。

現在ではこの工程 も機械化が進んでお り、今回の調査対象企業ではスイスのUster社 製の

自動引込機 が使用 されている。 この工程 を経 る といよい よ製織 であるが、我が国では毛織

物はもちろん綿 タオルな どでも 日本製 に加 えてスイスのSulzer社 製の織機が広範に用い ら

れている。調査企業では中国の事業所 においても、中古ではあるがSulzer社 製の織機 を使

用 している とのことであった。製織の工程そのものは完全 に自動化 されてお り、従業員1

名が数台の織機 の監視業務 にあた るのみである。 こ うして出来上がった織物は検反 され、

必要に応 じて補修が行われ る。 これ らの作業は人手によ り行われ、 とくに補修 はきわめて

労働集約 的な作業である。 したがって工賃が低廉な中国では製織事業所 内で行われてい る

が、 日本国内では専門業者 に委託 される場合も多い。 また礼服のよ うな無地 ものでは糸染

めが省略 される代わ りに、織 り上 げられた 白地の織物 に反染めによ り染色 され る。柄 物で
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は後工程での染色は必要ないが、いずれの場合 も洗浄 した り、蒸気や薬品で後処理 を行 う

必要があ り、これを整理 工程 と呼んで専業の業者が多数存在 し大規模 な設備 を保有す るも

のも少なくない。 この整理工程 も織物の風合いや機能性 に重大な影響を及ぼす きわめて重

要 な部分であ り、地場の慣れ親 しんだ取引先に委託 され るのが通例である。海外に進 出 し

た場合 には この後工程が問題 となることが多 く、今回の調査対象企業でも進 出した競争企

業同士で余剰設備 の相互利用をす るな どの方法がとられている。

6,2織 物製 品の縫製工程

 こ うして織物が完成する と今度はこれを衣服に縫製す ることになる。衣服が最終消費財

であ りファッシ ョン性のある商品である以上、デザインの重要性は協調す るまで もない。

そ してこの机上のデザインを製品 として具現化す るには、 これ を型紙に翻案す る作業が必

要 となる。現在では この作業はCADに 委ね られ る場合 も多 く、デザイン と縫製作業が遠隔

地で行われる場合 にはCAMデ ータを電送す ることも一般化 してい る。実際の縫製作業に先

立つ最初 の作業はスポンジングと呼ばれ、生地に蒸気 を当てて寸法を安定 させ る。この後、

柄物では柄合わせのための針刺 しが手作業で行 われ、い よい よ型紙に合わせて裁断が行 わ

れる。裁断はバ ン ドナイ フで行 うのが一般 的で あるが、今回の調査企業の中には 日本製 の

CAM裁 断機 を用いている例がある。現在 は無地 もののみの対応 であるが、柄物 にも対応可

能な1着 断ちCAMの 導入を検討 中とのことである。衣服 の種類によって多少の変動がある

が、ジャケッ トや コー トでは裁断に続いて低温接 着機 による芯材の接着工程が加わる
。

 その後はいよいよ縫製作業であるが、まずはパーツの製作で ある。 この工程は特殊 ミシ

ンによ り一部は省力化が進 められてお り、CAMデ ー タか ら飾 りベル ト等 の小物パーツを治

具を含めて 自動製作す るな どが実用化 されている。また調査企業の中にはフラップの取 り

付けまでも含めてポケッ トを 自動で縫い こむ機械を導入 して、6人分 の作業を1人 でこなせ

るようにな ったとい う事例 もあった。本縫いはボディに袖 をとりつけ、最後 に襟付け とい

った具合 に分業体制 も可能であ り、この場合 には作業 目的 ごとに専用の ミシンを使用 して

いる。汎用 ミシンの多 くは 日本製 であるが、上述 の自動化機械 を含 めて特殊 用途の ものの

中には ドイツ製のDuerkoppの よ うに輸入品 も少なくない。 こうして縫 いあがった ものに

ボタン等を縫い付 けれ ば完成である。 このボタン付けについて も専用の ミシ ンが開発 され

ているが、高級 品では裾纏 りや飾 り縫い とともに内職先 を利用するとい う調査先 もあった
。

以上で縫製作業は完了であるが、この後まだプ レスやアイ ロンとい った工程が残っている。

プ レスは専用のプ レス機 を用い、アイロンは完全に手作業である。実地調査 を実施 した事

業所では縫製 はほぼ全数 が女子なのに対 して、プ レスやアイ ロンはほ とん ど男子 と対照的

な人員配置 となっていた。 この後、検針機 などの機械や 目視 による出荷検査が行われ 、タ

グ付けが終われば出荷 とい うのが一般的な工程である。

縫製の仕上げ工程や アイ ロンは熟練が必要な工程であ り、男子か女子かの違 いはあって
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も共に高齢化 してお り、後継者 の育成が必ず しも順調 に進 んでいないのが現状である。 自

動化機械や特殊 ミシンの導入は単なる省力化に止ま らず、熟練工の節約 とい う観点か らも

その重要性があ らためて強調 されねばな るまい。 しか しなが ら現状の 自動化は平面上での

縫製作業に止まってお り、立体縫製 とい う洋服 の製作に不可欠な部分 を代替するまでには

至っていない。た とえば平面縫製だけで事足 りるタオルや リネ ン類、カーテ ン、シー ツな

.どでは近年 日本製の 自動縫製機が開発 され、無人操業が話題 を呼んでいる。 もっとも自動

化が先行 した タオルでは付図27 に示す ように、ここ数年 で物的生産性 の指標 となる不変

価格の付加価値労働生産性が急上昇 してお り、 自動縫製機 開発の重要性 を如実に物語 って

いる。そもそも我が国の繊維産業が今 日不遇をかこってい るのは、織機や縫製機械 の分野

で世界に君臨す る企業を国内に持たない ことに原因があるとい っても過言ではない。すで

に見たよ うに、国内の生産でも品質や生産性 を決定付 ける重要な部分に欧米か らの輸入機

械が使用 されてお り、現場のニーズが必ず しも生産設備 にフィー ドバ ックされていない点

は憂慮すべきであろ う。逆 にこれ らの機械 を製造 している国々が、繊維縫製で比較優位 を

もつことにも注 目せねばな らない。

6.3ニ ッ ト製 品 の生産 工程

 ニ ッ トとい うのは1本 の糸でループを作ってい くことである。材料の糸は綿、毛、麻、

合成繊維 な ど基本的には何でもよく、その一本 の糸か らつ くられ るループが複雑に組み合

わさることで、 日常のイ ンナーか ら芸術的な模様 のセー ターにまで七変化す るのである。

生産 とい うと画一的で管理 されたものを想像 して しま うが、ニ ッ トの生産 とい うのは非常

にクリエイテ ィブかつ芸術 的な面が強いのである。 しか しニ ッ トメーカー社長の言 によれ

ば 「ニ ッ トづ くりには限界がな くとても楽 しい。 しか し、い くら凝っても売れなければ趣

味に終わってしま う」。他の産業 と違 って洋服 とい うのは、誰もが身 に付けるために買 うけ

れ ども、技術 が高い、新素材である、難 しいデザイ ンであるといった技術的 に優れている

とい うことが、必ず しも売上に直結 しない世界である。 ゆえにモ ノ作 りの技術 とそれを経

営にのせ るとい うバ ランスの難 しさが強 く印象に残った。

 日本におけるニ ッ ト産業は、アパ レルが生産受注を して、生産者 はその指示 どお りに製

品をつ くり出荷す る とい う下請 けの関係 にある。 したがってデザインや原材料な どの製 品

の企画はアパ レル が行い、生産者 はその指示に したがって、デザイナーのイ メー ジどお り

の製品を作 り上げるとい うことが求められ る。製品の在庫 リス クはアパ レルが とるので、

その点生産者はモ ノ作 りにのみ集 中すれ ばよい ことになるが、その分アパ レルのバー ゲニ

ングポジシ ョンは高い。 昨今の不況でニ ッ ト製 品が売れない、また安価 な中国製品が大量

に輸入 され る状況が続 くと、アパ レルか ら注文が こな くなった り、大幅な値 引を迫 られた

りすることとなる。 このよ うな受注生産がニ ッ ト生産 の大きな流れであるが、以下では受

注か ら出荷までの工程 をみていこ う。
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 生産者は受注 を受けると、デザイナーの指示書にある情報 どお りに見本 を作成す る。実

はこの見本作 りが非常に手間ひまのかか る作業である。見本 といえどもひ とつの製 品を作

るための全工程を行 わなければな らない し、また修正等手作業を伴 うか らである。 まずデ

ザイナーの指示書をコンピュー タに入力 して、具体的な作業が行 えるような編 目の情報に

変換す る。 これをもとに熟練工が手作業で編み、縫製する。デザイナーの考えには製品 と

して実現可能か どうかは考慮 され ていないので、熟練工が勘を頼 りに行わなければな らな

い部分 も多い。また、この段階で不良品だと受注が とれなくなって しま うので、非常に丁

寧にチェ ックを行 う必要がある。完成 した見本 に対 してデザイナーや アパ レルか ら了解 が

得 られた ら、本格的な生産が開始 される。一般 には中国の安価 な大量製品に対抗す るため

に、多様 な消費者のニーズに応 え られ るよ うなオーダーメー ドが良い のではないか と考 え

られ るが、 よ り質の高い ものを作 ろ うとする と、実は この見本作 りにかかるコス トが莫大

過 ぎてオーダーメー ドとい うのは難 しいのである。

 本格的な生産が開始 され ると、 コンピュ.__.タに編 目、デザイ ン、寸法等 の情報 をデー タ

として入力する。 これ はコンピュータ1台 に1人 がは りついて行 う作業だが、ニ ッ ト製品

の柄 、寸法等 に関す る知識に加 えて、 コンピュー タ操作の慣れが必要である。 この入力 さ

れたデータがあれ ば、あ とは機械 が編んで くれ る。 この点、意外 に装置産業である。人は

機械が編むための糸の設定 と、編 んで くれた製 品を取 り出す とい う作業を行 う。ただ し、

この機械 には様 々な問題点がある。ひ とつは1つ の機械が1m×3m×1mと 大きく、ゲー

ジ(1イ ンチの幅 にある針の数)ご とに機械が異なるので、機械 を購入す るための費用 もか

さむ うえに場所 もとるとい う点である。メーカー としてやっていくためには9種 類 ぐらい

のゲー ジを備 える必要があるそ うだが、1台1000万 円 とす ると1億 円ほ どかかる計算にな

る。また意外な ことに編み機 の技術革新が早い とい うのも問題点である。3年 ぐらいで新 し

い機種が売 り出され、従来出来なかった ような難 しいデザインができるとなると、メーカ
ー としては買いたいの もやまやまであるが

、上述の ような金額ではなかなか手が出せ ない

であろ う。また既存の機械 も物理的な耐用年数 は10年 ぐらいあるし、償却も済んでいない、

また既存の技術 をフル に利用 しているわけではない とい うことで、資金以外の理由か らも

設備更新 は進 めにくい。 しか し、アパ レルメ.__.カーがその新たなデザイ ンを要求 し、それ

が出来ない と受注が とれない となると、生産者は苦 しい立場 となる。寡 占状態にある大企

業 アパ レルに対 して零細なニ ッ トメーカーが無数 にある とい う状況は、過 当競争 を招 いて

いる。また、ニッ ト機械 メーカーは現状では 日本 に1社 、 ドイ ツに1社 とほぼ独 占状態で

ある。 この独 占市場が機械設備の価格の高 さと、短期 間にお ける設備更新 を招 く一要 因で

あることが指摘 され る。

 編み工程では前身 ごろ、後 ろ身 ごろ、袖、襟 などのパーツが別 々にあまれ るので、次に

これ らを縫製 してひ とつの洋服 に仕上げる。この縫製が最 も人手のかかる作業である。1人

が1台 の リンキング機械には りつき、編 目がずれない ように人の 目で確認 しながら行 う。5

年 ぐらいの経験で慣れ るそ うだが、視力 の良 さと根気が必要な作業である。 リンキング機
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械 自体は ミシン程度の大きさで、ゲージ ごとに型が異 なるので各ゲー ジ用の機械 を備 える

必要がある。この機械は技術革新もな く物理的には30年 以上使 うことができる。近年では

中国製品 との差別化をはかるために、ニ ッ トと織物を混ぜた製品の注文が多い。そのため1

人が リンキングも ミシンもボタン付 けも何で もこなせ るとい うマルチな技術が求められ て

いるとのことである。縫製が済む と製品の不良個所がないかの検査 ・補修を行 う。 この工程

もや は り人の 目でや らざるを得ないため、8時 間すわ りっぱな しの重労働である。また部分

的な修正をするた めかな りの熟練 を要す る。最後に製品にアイ ロンが掛け られ、出荷 され

る。 アイロン掛 けは力仕 事であ りかっ、 どの素材 には どのよ うに熱 をかけるか といった製

品知識 が必要である。

7 望まれる先端技術導入の条件整備

 本稿の分析を総括すれば以下の ようである。繊維産業で も日本は付加価値労働生産性 の

観点で国際的に絶対優位 をもつ ものの比較優位 をもたず、む しろ比較劣位 にあるこ とが産

業空洞化 の原因で ある。 しか しなが ら絶対優位 をもっ以上、海外か らの技術移転で比較劣

位 を挽回す る可能性 は完全に閉ざされてい る。すなわち我が国の繊維産業は総体 として既

存の技術 をフル に活用 し、生産現場で可能なすべての手段 を講 じてなお比較劣位 にあるの

が現実である。この原因の一端は1980年 代以降、我が国の製造業の生産性 向上に多大な貢

献を したロボ ッ ト技術の恩恵に繊維産業がほ とん ど浴 していない ことにある。産業用 ロボ

ッ トには汎用性があ り導入 コス トも小 さいが、労働 を代替できるとい う意味で生産性 の向

上に大きく寄与 したことは間違いない。 しか しなが ら今回の実態調査でも残念 なが ら繊維

産業への産業用 ロボッ トの導入事例 は皆無であった。 これは織機、 ミシン、編機 といった

機械がいずれ もきわめて特殊 な専用機 であ り、柔軟物ハ ン ドリングとい うこの分野に不可

欠な技術 が汎用 ロボ ッ トに欠如 してい ることもあって、その導入 を妨 げてきたもの とみ る

ことができる。

 もともと織機 の分野は世界的にもスイスのSulzer社 が市場の主導権を握 ってお り、我が

国への導入事例 も多い ものの、織機 そのものは資本集約 的な こともあって、 これが とくに

弊害 となってい るとい う事実はない。 しか しなが ら経通 しな どの前工程は労働集約 的な部

分 も少 なくなく、我が国独 自の技術 開発が期待 され る分野である。 しか しなが ら製織 につ

いては現状 でも国際競争力があ り、む しろ問題 は縫製 であろう。先に も記 した とお り縫製

はきわめて労働集約的な分野であ り、 自動化 も裁断な どの前工程を除けばポケ ッ トの製作

などごく一部 に限定 されている。縫製の 自動化には大別 して4つ の方向性 が考え られ る。

①立体縫製が可能な専用機 を開発す る。②本縫 いミシンの ような専用機 と柔軟物ハ ン ドリ

ングが可能な汎用 ロボッ トを組み合わせ る。③縫製 に代 えて超音波溶着技術 を採用 し、専

用機 を開発する。④ニ ッ トの立体編成技術 を応用 してニ ッ トに織物に近い特性 をもたせる。
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 このいずれ も一長一短があ り、我 が国でも①③④については研 究が進 められている。①

は先 に述べた ようにすでにタオルや リネン類の ような平面縫製で実用化 されている専用 自

動機 を立体縫製に応用できるかが鍵 となる。 もしこれ が可能 ならば自動化技術の大本命 で

あることは疑いない。③ については一部 の合成繊維な どでは実用化 されているが、ウール

な どへの応用が可能か どうかが焦点である。いずれに してもコ トンな どの素材には応用で

きないのが難点であろう。④の場合 にはニッ トとは全 く異なる織物の機能や特性 を、ニ ッ

トに付加できるかが問題である。 しか しなが らすでに立体編成 できる技術が確立済みで あ

る点では評価が高い。国際的にTOBを 受 けるほ ど高度な整理技術 をもってすれば、編成後

に生地の特性を変化 させる方法も考 えられるか もしれない。② にっいては柔軟物ハン ドリ

ングに関す る研究が必ず しも進展 してい るとは言い難 いが、他産業では専用機 と汎用 ロボ

ッ トの組合せが主流 となっていることを考えれば、この路線 も選択肢か ら外すべきではな

かろ う。

 ここで最後 に問題 となるのが 自動化機械がすべての問題 を解決 して くれ る訳ではない と

い う事実である。実際に技術の進化が著 しく、すでに立体編成技術の確立 したニ ッ トにお

いてはまた別の問題が生起 している。まこ とに皮 肉なことではあるが製造技術がきわめて

短期間に進歩 し、それ にともなって編機が短期 間に進化を遂げたため、中小企業中心のニ

ッ ト産業に とっては設備投資が大 きな負担 としての しかかっている。編機 の物理的な耐用

年数は10年 か ら15年 であるのに対 し、1997年 に立体編成技術が導入 されてか らの技術進

歩 はまさに 日進月歩であった。少な くともインナーの分野にお いては、もはや労働集約的

な縫製 による リンキング作業は不要 とな りっつある。 これが伝統産業であるニッ ト・メーカ

ー にとっては3つ の問題をひき起 こす
。(a)既 存 の編機 の減価償却期間が到来す るまで更新

時期を先延 ば しに していると、立体編成技術 を導入 した事業所 との間の価格競争に勝 ち残

れない。(b)労 働集約 的な縫製工程が不用になる と多数の余剰人員 を抱 えることになるが、

雇用調整に必要な資金をまかな うことが難 しい。(c)コ ンピュ.__.タ制御 の編機 のプログラ ミ

ング技術者が不足 している。

 最先端の立体編成編機では1台 でゲー ジの異なる作業をこなす ことができるが、旧来機

種 ではゲージごとに専用の編機 を必要 としていた。 したがってニ ッ ト・メーカーは過去に多

額 の設備投資をしている場合が多 く、なかなか新規の投資に踏み切れない。またコン ピュ
ー タ制御の立体編成編機 の進化はまだその途上にあ り

、 どの時点で新規投資 に踏み切 るべ

きかの決断 もきわめて難 しい。一方で労働生産性 の高い技術が導入 されれば、当該工程で

は従業者 の削減 を迫 られることになる。小規模のニ ッ ト・メーカーの場合、配置転換によ り

これ を吸収す るこ とは不可能であるばか りでな く、地域内での再雇用の 目処す ら立たない

産地も少 な くない。 しか もニ ッ ト産地の多 くは構造的不況 に陥っていることから、金融機

関の経営状態 も思わ しくな く、必要な資金の供給が滞 っているのが現状である。一方で主

として海 外の新興ニ ッ ト・メーカーは新規参入の利点を生か して最新 の設備 で生産 してい

る例 もあ り、これが低賃金 とはまた違 った次元での国内メーカーに対す る優位性 を与えて
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いる。また国内では有能なプログラマーがニ ッ ト・メーカーに不足 していて、導入 した編機

を十分に活用できない といったマイナス要因も指摘 される。

 だか らといって我が国が技術進歩の歩みを一刻た りとも緩めることは許 されない。技術

進歩が産業再生の十分条件でないことは事実であるが、その必要条件 である とい うことも

また事実である。わが国産業のこれまでの発展は専用機械や汎用 ロボ ッ トといった生産設

備の技術進歩によるところが大きい。電気機器や 自動車 といった戦後 の新興産業の場合で

は、過去の遺物 にとらわれ ることな く技術進歩 の恩恵 をそのまま享受できたわけである。

しか し一方で繊維 に代表 される伝統産業では過去 の蓄積 ゆえに、技術進歩の恩恵がス トレ
ー トに産業振興に役立たない局面があ り得 ることも真摯 に受 け止めねばならない

。産業集

積 は我が国の中小企業に とって国際競争力確保 の源泉 であるわけだが、そ うした特定産業

に傾斜 した地域構造ゆえに、技術進歩への対応が地域 の自主性に任せていては遅れが ちで

ある。そ こに政策介入 の必要性があると考え られ る。技術 開発 を推進す ることと同時 に、

中小企業が新たな機械設備 を導入 しやすい ような条件整備が必要であろ う。一部のわが国

アパ レルブ ラン ドはすで に海外でも受入れ られてお り、積極的に条件整備 を進めることで

将来は縫製品やニ ッ トを輸出品 として育成することも決 して夢ではない。

 設備投資促進のために融資、税制の双方か らの取組み が必要 であろ う。既存の旧型編機

に代 えて最新の編機 を導入す る場合には公的な無利子融資 を考慮す るの も一案 である。 ま

た償却年限未到来 の編機 を導入す る場合には無税償却 も検討す るべきであろ う。 さいわい

ニッ トをは じめ繊維産業 の従業者 は高齢化が進んでお り、一定の退職給付が可能な らば雇

用調整は さほど大 きな問題にならない可能性 もある。 ここでもなんらかの公 的支援 を検討

すべきであろ う。それが近未来の活力ある中小企業を育成 し、地域の若者にプログラマー

とい う汎用技術 をともな った雇用 の機会 を与 え過疎化 を阻止す る有効 な手段 である。その

意味で、これは単なる助成 ではなく、国家 レベルの投資 として位置付 けるべ き一大プ ロジ

ェク トであろう。借 り手がいないか らと財政投融資制度 を縮小す る前 に
、見直すべ きは融

資制度の運用である。有効な投資案件が見つか らない として建設国債 を減額 して赤字 国債

に置き換 える前に、真に有効な投資 とは何かを問い直 さなければな らない。民間の構造改

革の努力が報 われ るような制度 を是非確立すべきであろ う。

 日本が繊維縫製分野の生産で多 くを依存 しよ うとしている中国とて、グローバル な視点で

はむ しろ比較劣位 にあ り、早晩 この分野か ら撤退す る運命 にあることを忘れてはな らない。

また 日本が過去 に王座 に君 臨してきた 自動車や電気機械器具に して も、比較優位 はもはや

磐石 とは言いがたい。む しろ巨大な市場 を抱 えなが ら低生産性部門 として誰 も注 目しない

繊維産業だか らこそ、技術開発 に先行投資す る意義はきわめて大 きい。国内にも高齢 とは

言 え未だ多 くの熟練労働者が残 っている今 日であれば こそ、 自動化 に不可欠な技術開発 の

基礎的ノウハ ウを提供 して もらえる最後 のチャンスで もある。 中国の急速な経済発展 が繊

維産業を駆逐するまで、残 された時間は後わずかである。国家の命運をかけたプロジェク

トの推進 を是非期待 したい。
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付
表
1工
業
統
計
の
産
業
分
類
コ
ー
ド
表
2桁

2桁
産
業
名

2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4

1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3

食
料
品
製
造
業

飲
料
・
飼
料
・
た
ば
こ
製
造
業

繊
維
工
業

衣
服
・
そ
の
他
の
繊
維
製
品
製
造
業

木
材
・
木
製
品
製
造
業

家
具
・
装
備
品
製
造
業

パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品
製
造
業

出
版
・
印
刷
・
同
関
連
産
業

化
学
工
業

石
油
製
品
・
石
炭
製
品
製
造
業

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業

ゴ
ム
製
品
製
造
業

な
め
し
革
・
同
製
品
・
毛
皮
製
造
業

窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業

鉄
鋼
業

非
鉄
金
属
製
造
業

金
属
製
品
製
造
業

一
般
機
械
器
具
製
造
業

電
気
機
械
器
具
製
造
業

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

精
密
機
械
器
具
製
造
業

武
器
製
造
業

そ
の
他
の
製
造
業

付
表
2工
業
統
計
の
産
業
分
類
コ
ー
ド
表
4桁

4桁
繊
維
工
業

4桁
衣
服
・そ
の
他
の
繊
維
製
品
製
造
業

… 髏 隲 躍 闘 器 齧 躍 體 礁 踰 臨 躑 跪 躍 驪 礁 體 躍 體 驪

製
糸
業

綿
紡
績
業

化
学
繊
維
紡
績
業

毛
紡
績
業

そ
の
他
の
紡
績
業

ね
ん
糸
製
造
業
(か
さ
高
加
工
糸
製
造
業
を
除
く
)

か
さ
高
加
工
糸
製
造
業

綿
・
ス
フ
織
物
業

絹
・
人
絹
織
物
業

毛
織
物
業

麻
織
物
業

そ
の
他
の
織
物
業

丸
編
ニ
ッ
ト
生
地
製
造
業

た
て
編
ニ
ッ
ト
生
地
製
造
業

横
編
ニ
ッ
ト
生
地
製
造
業

綿
・
ス
フ
・
麻
織
物
機
械
染
色
業

絹
・
人
絹
織
物
機
械
染
色
業

毛
織
物
機
械
染
色
整
理
業

織
物
整
理
業

織
物
手
加
工
染
色
整
理
業

綿
状
繊
維
・
糸
染
色
整
理
業

ニ
ッ
ト
・
レ
ー
ス
染
色
整
理
業

繊
維
雑
品
染
色
整
理
業

綱
製
造
業

漁
網
製
造
業

そ
の
他
の
網
地
製
造
業

刺
し
ゅ
う
レ
ー
ス
製
造
業

編
レ
ー
ス
製
造
業

ボ
ビ
ン
レ
ー
ス
製
造
業

組
ひ
も
製
造
業

細
幅
織
物
業

そ
の
他
の
レ
ー
ス
・
繊
維
雑
品
製
造
業

整
毛
業

製
綿
業
フ
ェ
ル
ト
・
不
織
布
製
造
業

じ
ゅ
う
た
ん
・
そ
の
他
の
繊
維
製
床
敷
物
製
造
業

上
塗
り
し
た
織
物
・
防
水
し
た
織
物
製
造
業

繊
維
製
衛
生
材
料
製
造
業

他
に
分
類
さ
れ
な
い
繊
維
工
業

1 2 3 4 5 6 2 3 9 1 2 3 4 5 1 1 2 1 2 3 4 5 6 9 1 2 3 4 5 9

1 1 1 1 1 1 2 2 2 3 3 3 3 3 4 5 5 6 6 6 6 6 6 6 9 9 9 9 9 9

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

成
人
男
子
・
少
年
服
製
造
業

成
人
女
子
・
少
女
服
製
造
業

乳
幼
児
服
製
造
業

シ
ャ
ツ
製
造
業
(下
着
を
除
く
)

事
務
用
・
作
業
用
・
衛
生
用
・
ス
ポ
ー
ツ
用
衣
服
製
造
業

学
校
服
製
造
業

ニ
ッ
ト
製
ア
ウ
タ
ー
シ
ャ
ツ
類
製
造
業

セ
ー
タ
ー
類
製
造
業

そ
の
他
の
ニ
ッ
ト
製
外
衣
・
シ
ャ
ツ
製
造
業

織
物
製
下
着
製
造
業

ニ
ッ
ト
製
下
着
製
造
業

織
物
製
寝
着
類
製
造
業

ニ
ッ
ト
製
寝
着
類
製
造
業

補
整
着
製
造
業

毛
皮
製
衣
服
・
身
の
回
り
品
製
造
業

和
装
製
品
製
造
業

足
袋
製
造
業

ネ
ク
タ
イ
製
造
業

ス
カ
ー
フ
・
マ
フ
ラ
ー
製
造
業

ハ
ン
カ
チ
ー
フ
製
造
業

靴
下
製
造
業

手
袋
製
造
業

帽
子
製
造
業
(帽
体
を
含
む
)

他
に
分
類
さ
れ
な
い
衣
服
・
繊
維
製
身
の
回
り
品
製
造
業

寝
具
製
造
業

帆
布
製
品
製
造
業

繊
維
製
袋
製
造
業

刺
し
ゆ
う
業

タ
オ
ル
製
造
業

他
に
分
類
さ
れ
な
い
繊
維
製
品
製
造
業



付
表
3H
Sコ
ー
ド
2桁
で
繊
維
産
業
に
含
ま
れ
る
範
囲

繊
維
工
業

 
 
 
第
50
類

 
 
 
第
51
類

 
 
 
第
52
類

 
 
 
第
53
類

 
 
 
第
54
類

 
 
第
55
類

 
 
第
56
類

 
 
第
57
類

 
 
第
58
類

 
 
第
59
類

絹
糸
及
び
絹
織
物

羊
毛
、
繊
獣
毛
、
粗
獣
毛
及
び
馬
毛
の
糸
並
び
に
こ
れ
ら
の
織
物

綿
及
び
綿
織
物

そ
の
他
の
植
物
性
紡
織
用
繊
維
及
び
そ
の
織
物
並
び
に
紙
糸
及
び
そ
の
織
物

人
造
繊
維
の
長
繊
維
及
び
そ
の
織
物

人
造
繊
維
の
短
繊
維
及
び
そ
の
織
物

ウ
ォー
ッ
デ
ィ
ン
グ
、
フ
ェ
ル
ト
、
不
織
布
及
び
特
殊
糸
並
び
に
ひ
も
、
綱
及
び
ケ
ー
ブ
ル
並
び
に
こ
れ
ら
の
製
品

じ
ゅ
う
た
ん
そ
の
他
の
紡
織
用
繊
維
の
床
用
敷
物

特
殊
織
物
、
タ
フ
テ
ッ
ド
織
物
類
、
レ
ー
ス
、
つ
づ
れ
織
物
類
、
ト
リ
ミ
ン
グ
及
び
し
し
ゅ
う
布

染
み
込
ま
せ
、
塗
布
し
、
被
覆
し
又
は
積
層
し
た
紡
織
用
繊
維
の
織
物
類
及
び
工
業
用
の
紡
織
用
繊
維
製
品

衣
服
・そ
の
他
の
繊
維
製
品
製
造
業

 
 
 
第
60
類
 
メ
リ
ヤ
ス
編
物
及
び
ク
ロ
セ
編
物

 
 
 
第
61
類
 
 衣
類
及
び
衣
類
附
属
品
(メ
リ
ヤ
ス
編
み
又
は
ク
ロ
セ
編
み
も
の
に
限
る
。
)

 
 
 
第
62
類
 
 
衣
類
及
び
衣
類
附
属
品
(メ
リ
ヤ
ス
編
み
又
は
ク
ロ
セ
編
み
も
の
に
限
る
。
)  
 
第

63
類
 
 
紡
織
用
繊
維
の
そ
の
他
の
製
品
、
セ
ッ
ト
、
中
古
の
衣
類
、
紡
織
用
繊
維
の
中
古
の
物
品
及
び
ぼ
ろ



付表4繊 維産業のおおまかな工程と工業統計表(4桁分類)との対応

原料

(繭、綿、

羊毛な

 ど)

① 糸の製造
(製糸、紡績)

②糸の加工
(撚糸など)

*

③生地の製造
(織物、ニット)

④染色 ・整
  理

⑤縫製
洋服等

計 原料による分類 加工法による分類
工業統計表(4

 桁分類)
絹 綿  毛

化学繊
 維

麻 織物 ニツト
   不織レース

    布

加工し
た織物

1411 1421 1423 1422
1421

1422

1423

1429

1431

1432

1441 1442 1441 1443 1444 1441 1451 14811495 1497

1442 1442 1452 1482

1443 1443 1453 1483

1444 1444

1449 1449

1451

1452

1453

1481

1482

1483

1495

1497

1461 1462 1461 1463 1461 1467 1467

1462 1466 1462

1463 1463

1464 1464

1465 1465

1466

1467

1468

計 製品による分類 加工法による分類
洋服 小物 タオル その他 織物 ニット

1511 1551 1511 1541 1595 1591 1531 1521

1512 1552 1512 1551 1592 1533 1522

1513 1561 1513 1552 1593 1523

1514 1562 1514 1561 1594 1529

1515 1563 1515 1562 1599 1532

1516 1564 1516 1563 1534
1521 1565 1521 1564

1522 1566 1522 1565

1523 1569 1523 1566
1529 1591 1529 1569

1531 1592 1531

1532 1593 1532

1533 1594 1533

1534 1595 1534

1535 1599 1535
1541

*こ こにも染色、整理工程が入るが、工業統計業の分類では④と区別できない。



付
表
5工
程
別
の
事
業
所
数
、
従
業
者
数
、
付
加
価
値
額
の
推
移

19
94

X9
95

19
96

19
97

X9
98

X9
99

20
00

20
01

①
糸
の
製
造
事
業
所
数

60
4

59
7

55
6

51
8

49
8

45
3

41
4

37
6

従
業
者
数

人
38
42
9

32
40
1

27
68
4

26
64
8

23
33
4

20
17
8

X6
99
7

X5
48
8

付
加
価
値
額
百
万
円

17
67
84

15
50
65

13
92
17

14
29
82

11
70
67

10
50
8

98
34
6

86
69
6

②
糸
の
加
工
事
業
所
数

20
28

29
54

18
69

17
76

16
03

14
59

12
93

11
94

従
業
者
数
人

X7
80
3

16
87
5

16
46
5

15
80
5

14
14
2

12
86
0

11
54
6

10
76
6

付
加
価
値
額
百
万
円

84
68
6

85
87
8

89
05
8

89
35
3

80
34
4

67
44
5

62
39
0

55
72
0

③
生
地
の
製
造
事
業
所
数

66
88

63
37

59
36

57
07

52
59

47
56

43
06

40
43

従
業
者
数
人

95
44
5

90
84
1

86
47
3

83
30
8

77
48
2

71
09
6

64
67
8

61
00
9

付
加
価
値
額
百
万
円

69
63
57

69
35
61

67
43
15

68
75
06

60
35
80

52
83
11

50
26
00

47
46
88

④
染
色
・整
理
事
業
所
数

37
74

36
30

33
9

31
18

30
58

27
84

26
53

23
47

従
業
者
数

人
83
64
2

78
24
4

73
96
7

68
74
1

63
94
1

59
32
5

54
24
6

49
13
5

付
加
価
値
額
百
万
円

61
94
64

56
20
0

53
65
56

52
00
03

46
00
40

42
19
65

38
59
96

34
89
42

⑤
縫
製

事
業
所
数

34
23
0

33
16
3

30
75
3

28
71
8

29
20
1

25
82
0

23
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付表6繊 維産業のおおまかな工程とHSコード(4桁)との対応
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付表7繊 維産業の工程別平均従業者 と付加価値生産性(2001年,4人 以上)

工  Lp

   (4桁 分

①糸の製造

(製糸、紡績)

_類)_.一.一 一

1411

1421

1422

1423

1429

事業所数 従業者数 付加価値額

            ム   万円

平均従業者 付加価値生産性

人/1事業所   万円/人
12

67

148

126

23

316

6087

5665

3114

306

  90876

3482830

3006238

1936745

152906

ρ0

1

0
0

尸
0

3

り
白

∩
り

3

り
白

着
1

288

572

531

622

500

②糸の加 工

(撚糸 など)

1431

1432

1084

110

8495

2271

4078995

1493040

8

1

 

2

0

7
-

0
0

厂
U

4

ρ
0

③生地の製造

(織物、ニ ット)

1441

1442

1443

1444

1449

1451

1452

1453

1481

1482

1483

1495

1497

1053

1339

371

  35

  62

342

105

188

107

141

  18

225

  57

12617

18591

5503

  292

  930

4653

2205

1274

1153

1798

  286

9266

2441

9478607
10879168

4756896
  126869

  682190
3578116

2194753
  514299

  627941
1763638

  275183
10116016

2475117

2
4

5
8

5
4

1

7
1

3
6

1
3

1
1

1

 
1
1

2

 
1

1
1

4
4

751

585

864

434

734

769

995

404

545

981

962

1092

1014

④染色 ・整理 1461

1462

1463

1464

1465

1466

1467

1468

230

166

38

154

921

317

205

316

9686

7201

2557

2236

9829

6499

6433

4694

8670414

5881200

1887929

1364999

4873882

4296568

4935854

2983366

2

3

7

5

1

1

1

5

4

4

6

1

1

2

3

1

895

817

738

610

496

661

767

636

⑤縫製
洋服等

1

2

3

4

5

6

1

2

3

9

1

2

3

4

5

1

1

2

1

2

3

4

5

6

9

1

2

3

4

5

9

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

3

3

3

3

3

4

5

5

6

6

6

6

6

6

6

9

9

9

9

9

9

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

9

3

2

3

3

2

5

4

0

5

2

6

 

1

2

 

『
0

 

 

 
 
1

 

 

 
 
1
↓
-

8

6

0

5

9

6

0

6

3

4

4

3

6

4

1

9

7

1

9

7

1

3

8

8

3

0

4

1

1

0

3

8

4

4

8

9

7

6

2

6

2

7

0

9

2

4

4

6

3

7

5

9

1

1

7

8

2

4

6

4

6

1

5

 

 

 

 

6

2

2

2

2

8

1

7

3

6

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

 
 
 
 
 
 
 
 1⊥

0

2
7

4
2

3
3

2
0

7
8

3

9
2

7
7

3
4

2

1
1

3
4

3

0
1

4

4
5

6
6

0
6

4

5
9

5
0

9
7

5
1

8

9
2

8
5

9
3

4

1
8

2
4

1

3
7

6

2
6

0
5

7
0

7

9
0

4
3

4
5

2
9

2

5
3

7
5

4
5

9

5
9

1
5

0

7
8

8

8
7

9
2

0
4

3

0
6

7
8

9
4

0
4

3

1
2

8
 

6
 

 

 

 
6
2

3

3
6

7

1
5

4
5

QU
8
 

 

 
1
2

 

 
1
1

1

 
1

 

 

 

 

 

 

 

 

1

 

 

 
1

 

 

 

 
2

10834601

25627860

1340492

3400007

11035116

4689676

2886646

7097224

6543711

4202777

1725046

5699575

  474471

  639704

3360084

  473699

2817502

  216398

  335869

  354287

  436211

7776791

2298608

1417808

1673490

11266810

4488917

  829708

2181171

4867509

11809920

1
6

6
8

9
7

5

4
4

0
8

2
7

9

6
1

1
7

2
9

1

6
2

1

3
4

9

1
8

4
6

3
1

1
2

1
2

1

1
1

2
1

2
1

1

3
1

1
1

1

 
1

2
1

1

1
1

 
1

 

1
1

3

5

8

0

3

9

8

4

9

0

1

9

7

5

2

0

4

5

7

3

5

2

4

1

9

8

1

5

8

2

8

5

0

5

1

2

2

4

6

4

1

5

2

9

7

8

5

3

0

5

9

4

8

0

7

4

6

7

5

7

9

6

3

3

3

3

4

6

3

3

4

4

3

4

2

2

3

8

4

4

3

6

4

4

9

4

4

6

5

4

3

9

4



表
 
純
輸
出
額
の
推
移
(単
位
・
億
円
)

一 桁
藷 轢 器 … 難 覊 … … 皿 覊 覊 嬲 轢 難 難 ㎜ 難 難 谿 蕪 難 嬲 卿 覊 覊 黜 驟

繭 生
糸
絹
の
くず
絹
糸

商
品
名

絹
紡
糸
及
び
絹
紡
紬
糸

絹
糸
、絹
紡
糸
及
び
絹
紡
紬
糸
(小
売
用
)

絹
織
物
羊
毛
織
獣
毛
及
び
糧
獣
毛

羊
毛
、繊
獣
毛
又
は
租
獣
毛
の
くず
①

羊
毛
、繊
獣
毛
又
は
組
獣
毛
の
くず
②

羊
毛
.繊
獣
毛
及
び
粗
獣
毛

紡
毛
糸
棟
毛
糸
紡
毛
糸
及
び
棟
毛
糸
(繊
獣
毛
製
)

羊
毛
製
又
は
織
獣
毛
製
の
糸

粗
獣
毛
製
又
1ま
属
毛
製
の
糸

紡
毛
織
物

梳
毛
繊
物

毛
織
物
実
紬
及
び
繰
綿

綿
の
くず
綿 綿
製
の
縫
糸

綿
糸
①
紬
糸
②
錦
糸
③
綿
繊
物
①

綿
織
物
②

綿
織
物
③

綿
織
物
④

そ
の
他
の
綿
織
物

亜
廓
大
麻
ジ
ュ
ー
トそ
の
他
の
紡
織
用
靭
皮
繊
維

サ
イ
ザ
ル
そ
の
他
の
ア
ゲ
ー
ブ
属
の
紡
繊
用
繊
維

コ
コ
や
し
、ア
バ
カ

亜
麻
糸
そ
の
他
の
紡
織
用
靱
皮
繊
維
の
糸

そ
の
他
の
植
物
性
紡
織
用
繊
維
の
糸
及
び
紙
糸

亜
峰
織
物

そ
の
他
の
紡
織
用
靱
皮
繊
雑
の
織
物

そ
の
他
の
植
物
性
紡
織
用
繊
維
の
織
物
及
び
紙
糸
の
織
物

縫
糸
①
合
成
織
維
の
長
織
維
の
糸

再
生
繊
維
又
は
半
合
成
繍
隴
の
長
織
維
の
糸

合
成
繊
維
の
単
織
維

再
生
繕
維
又
は
半
合
成
織
維
の
単
繍
離

人
造
繊
離
の
長
繊
維
の
糸

合
成
織
維
の
長
織
維
の
糸
の
織
物

再
生
繊
維
又
は
半
合
成
繊
維
の
長
織
維
の
糸
の
織
4h

合
成
繊
維
の
長
繊
維
の
ト
ウ

再
生
繊
雑
又
は
半
合
成
繊
維
の
長
繊
維
の
ト
ウ

合
成
繊
維
の
短
繊
維
①

再
生
繊
維
又
は
半
合
成
繊
維
の
短
織
維
①

人
造
織
維
の
くず

合
成
繊
維
の
短
織
維
②

再
生
繊
維
又
は
半
合
成
繊
維
の
短
繊
維
②

縫
糸
②
合
成
繊
維
の
紡
績
糸

再
生
織
維
又
は
半
合
成
織
維
の
紡
績
糸

人
造
繊
維
の
紡
績
糸

合
成
繊
維
の
短
繃
唯
の
織
物

合
成
織
維
の
短
織
維
の
織
物
②

合
成
織
維
の
短
織
維
の
織
物
③

合
成
繊
維
の
短
織
維
の
そ
の
他
の
織
#h

再
生
繊
維
又
は
半
合
成
織
維
の
短
織
維
の
繊
物

紡
織
用
繊
維
の
ウ
ォ
ッ
デ
ィ
ン
グ
.紡
繊
用
織
維
な
ど

フ
ェ
ル
ト

不
織
布
ゴ
ム
糸
及
び
ゴ
厶
ひ
も

金
属
を
交
え
た
糸

ジ
ン
プ
ヤ
ー
ン
な
ど

ひ
も
.綱
及
び
ケ
ー
ブ
ル

結
び
網
地
.漁
網
な
ど

ts
sa

豆
98
9
is
so

19
91

is
sz 讃 擬 鯰 鞘 顛 攤 鑼 燕 櫑 献 磁 覯 驪 鰺 蕊 妻 轜 聚 謂 騨 驪 襲 ・5 鑾 攤 鱒 増 訪 謹 糧 攤 鑾 懇

㎎ … 課 イ博 携 靉 蓄

一 2 一 1    3 8 一

 一   一     一  一

69 邸 6。 窮 m 器 器 羅

曜 弔 三 甚 一 彎

         一

鰯 驫 撃 毳 覊 毒 ㈱ 鑿 璋 驪 難 嚢 講 鍛 驪 鄲 議 灘

諾 驪 辭 嶄 戰

一 - 一  一    4 1 一 一        一 -

       暉

覊 霧 攤 欝 鵜 蠍 靉 甥 幻 螺 鬻 魏 樋 戴 孺 髄 嬲 藩 鑼 靉 鰯 柵 撚 響 驪 鬟

覊 瓣 覊 引 舘 欄 ㈱ 羃 灘 曙 競 抛 澗 説 驪 麟 擠 羃 轜 黔 轜 灘 懿 覊 娜 蠶 騫 ・。 鸛 引 聨 額 驪 鬚 鸚 舗 描

罐 羅 璽 縫 欄 ㈱ 攀 灘 禦 磁 囃 髏 秘 靨 弸 霧 爨 顔 幻 錨 鑞 鬻 鷲 嬲 驫 饕 灑 離 鑾 翻 搬 羈 器 鑓 鉦 髄

19
93

6 0 宀 0 7 1

6 6 3 0 7

2 6 9 一 ワ 」  一

一  一  一  -   一

講 翌 鷲 驪 瑠 超 驪 ・。 畑 鶏 謂 細 纛 嬲 纏 雛 禦 零 驪 輩 轜 爺 癰 瑠 講 ㈱ 鰡 纒 饗 糒 器 鷯 謂 齪 灘 黼 齷 議 蹴 髭

                                           1

19
94 轜 嚶 響 ,藩 側 鑿 攀 欄 籌 籌 鬟 鋸 翠 饌 覊 籍 羅 鬻 " 鸞 翻 鬟 麗 譲 驫 癰 ㈱ 蠱 嚇 湘

19
95 覇 瓏 … 跏 溺 磁 価 轗 覊 鋸 欄 簿 協 礦 欄 懿 羈 遷 諜 曜 薦 ・, 蹴 翻 鸞 " 攤 驪 顰 鬟 鑼 欝 講 覊 禰 鑿 器

                                                ‡

19
96 覇 驪 覇 驪 驪 葦 素 ↓。 茄 鰰 矩 譜 細 驫 鬱 鼕 毳 引 雛 細 覊 獅 ㈱ 餐 難 鑞 灘 溜 刪 講 駐 藏 覊 羈 ↓。 舶

19
97 覇 瑠 礙 攀 叢 蓁 嚠 器 蝋 ・、 驪 萋 萋 繋 瓣 聡 茄 蠣 靉 器 驪 讃 繋 舗 捌 構

19
98 兼 墾 螺 増 驪 誰 鬟 悩 器 瑠 驫 鬟 価 咽 強 輟 器 弸 譱 鑿 幻 π 韆 ㈱ 驪 饕 藩 謹 覊 驪 柵 鬢 遡

19
99 齠 驪 驪 謂 弸 麓 甥 禦 馴 譌 鼈 細 齧 謂 糊 驪 欝 お 溺 囀 瓏 事 瑠 覊 黷 響 磁 磯 鞭 驪 嫗 器 翻 朝 鰯 讙 覊 癰 鰤 脚 欝 お 弸

zo
oo 霧 轜 、- 謝 翊 ・。 欄 謂 報 驫 礁 灑 薦 驪 鵬 望 需 愚 燗 覊 驪 講 潔 ㈱ 驪 籌 覊 嚢 謝 脚 驫 欝 徽 嚇 弸

20
01 覊 攀 羈 刷 ・。 欄 響 報 癬 驪 魂 纛 禦 舘 顰 霧 輩 蠢 鞠 鬟 硯 ㈱ 魏 覊 蘯 癬 増 鸚 潔 蠶 脚 舗 饕 燗

20
02

0 9 5 9 6

ウ 」 9 8 7 8

一 4 一 4 2 一   響  一

覊 畢 ・。 驪 馨 齶 欄 毳 鰯 巍 欝 ・3 搦 引 輔 瑠 拝 羃 鋤 驪 饕 雛 攣 簾 磁 ・5 巍 覊 鑾 講 盗 羈

20
03 钁 轜 覊 轜 ・。 轜 朝 嘉 灘 嘱 腿 鞘 讐 鷺 霧 ↓。 弸 齧 斜 紊 灘 鎚 爨 韈 齧 ㏄ 驫 覊 驫 讃                                                                   鴻 43 揖 % 総 26

                                                                   鋪 $ t  4



卜00NOOOfOlf)OLL700noo・ 一 〇〇N一 一 ・一・一nN一 トoo-NΩ1Ω 寸 寸OlΩmuりooooo寸oo

嚇 騨嬲 鰹 騨lll轢 橢 轡 彈 鄲 季〒弔丁1聯 購 戀 躑 零1串難 韈

噌 ω 寸eOOTMC7001nfONCうNtOCffDO・ 一Cりn崘oo寸oo卜 寸cり 寸nNln卜MfO_一 り ◎OMNCり 凵⊃

欄 梺1鄰 購 響1黼 構 攤1騨 箏㌣串T
DlnnONCOWMCり トON一 トIATI{'1Cり 尸 尸 卜oooり ①Cう00000NOり 寸oうOO卜0000りo尸

飜 講 響 飜 襌1聡 騨 鄲ONN鄲 萼㌣雫〒

Mゆooooo一 拶

oゆ 一N卜o御
,■・r丶OO lcリ ウ輸I 
l尸,一  l

  l l

韆解羅磯 鰺斈毳翠鑼 購 薹獎

爆 襌 鄰 戰 攤 嚶 苧鑼 器攤 糶
ooooCりooo卜 曽 寸o一 〇〇ゆ 寸NM卜 頃 尸oトoMcりo尸 の 『 め ト リ 寸 卜o噸o叫NO◎ooooooCり 一QO

l辮 講 響 響 鐸1甲1羅1騨脚 構 怖1飜 鞳 鞘 ㌣響
自跳 謙 論 繁 憩
・一〇LΩNI,一 ・・←l

l尸 ・ 一,一  l l l l 1覊鍵鱗 箋鞭 欄 犧
MOOCう1Ωoo一1Ω 卜 卜 曽 寸 でoト ト・o噌 寸r丶ooo-N寸 卜 卜Oo雪oト マN卩MNOInoOONMr⊃

響 辮 驪 辮 〒馨〒襌1蕪 騨 轡 幣 驪 ㌣稗讐 購 糊 織 臨 毳串攤嬲 藕
oo卜M『 のoゆOOD卩 曽oo寸ODり 刳 りooりpooう 一 〇 卜o寸 寸NON-cりOooゆo卜o

辮 黼 騨 辮 耀1黼 騨 鄲 騨OMC'7〒曽斈購 購 肆騨 趨鰡 籌串躑 縄 韈
                   ト

卜NN一 ①ONC')ln-〇 一 旧 尸 尸00りaoorncり 『o『 寸oo戸Mのo寸 卜NOト めnoりoooo㎝ 卜N

辮 華騨 串囎 蕁ll蕪 騨ll糊 鰯 〒亨や攤 轡 騰 欝 鴇翠慈騨 灘
iΩ000001Ω 尸 ・一1ΩN¶ 一〇NlΩ 卜NCり ト 寸Ooo寸OMooOOMooCうooMo尸091Ωo,一NIΩooo

鞴 藩 韓響 騨 蕁lll糠 講 〒馨雫騨 購 〒Mlf]101澤 糟 嘉韈 鞴 牌竪N糶霧飜 覊
N一 トoo-oo◎oMNO尸 〇 一 〇 〇 〇 〇〇卜N寸 卜 卜O曽 卜eり 寸 のo寸oMゆ09卜 卜OONONOLΩ0〒1驪1寧馨釋〒鄲 譁1響 〒1欝1購 襌1㌣ 騨串騨 串購 鞍 雛8鬘 孥韆 灘 窯韈

卜N瞬o卜 寸Noo卜01WTdDIDC7NOONfDLL701C)MaCfO卜MWo卜Cりo卜 卜 一 〇〇〇 〇 尸oマ

串鄲 翠騨 響 鞘 騨1琴1幣 箏〒榊 憚 串碑 稗殫 ㌣串丁

o寸0000ゆoo卜 周09『1ΩNΩNり ・一〇1Ω1Ω ・一 ト0001ΩOOゆ トooりOOoうoo寸M(O,一hO尸 尸

飜 鄲 響 宰騨1咢1絳 轡 黥繍 嬲 騨 。㌣㌣

ll灘 轟1騨1串繋1騨1黼 騨1糠8黷

編 自8鍔鱒 譌
1一1Ω 尸1,一 欄l

 N¶ 一 ¶一  l l l l

稲 専鯰 欝 辮 譜 。'
 N晦 爛 μ 1幽 }屮l i購 叢麟 織

澤 殫 雫繍鰥 鱒 聡宰攤 囃騰

聯 珊 灘磯 覊 磯 雫攤 韈 鵠馨

講麟 攤 響 灘 季ll鄰鑼1奉騨13騨

驪 騾 臙 蓴譲
llINOりNI-aF
   1 1 1  1 1N         l

卩o卜 卜 「『喚 的oト ーO噂oo-oHoooo◎OO寸1ΩoooりODoh,一 顧 耐 燃

苧雫聯 燃瀰 飜 §罫 鞳 宇罠〒鞴 ㌣〒寧卒蝉 械
      lIl-IlIl                i i   i    i     i
         l

韓黷 騨1糠1黔 響1騨ll罌 讖

響1購 講雛韆 串雛 黯瓔

襌1甼苧騨 韈 鑢鷸摩轟譲雫鞭幾韜聯 籌
頃oNM卜

rΨo卜 ・09N
lohFr-

 N I甼 一 1 警  1
灘 韓繊 翠鰓鞭縄 麟辞欝 選

1驪 戰1鄲 馨 韓1谿鰹1騨 響辮 奉靆串獸 室鞭甼嵩
 り一l l l 量 籥 嬲 奉黠碧騨 飆 雛璧

。ゆ
'♪
レ
」
赴
撫

雇
卜
勃
～
丶羽
e
K
恥
ト
喚
黶
詛
藩
翼
赫

 
 
 
 
 
 
 
。埋
Q
綴
K
警
-
黶
ヨ
警
楚
穏
刃
藩
钁
曇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
V
め
肉
沿
遘

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

啗
霏
e
挈
e
申
黶
幅
e
桓
仔

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亠
奏
亭
ゆ
慣
憩
義
来
刔
罪
彎

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
e
や
e
㌍
e
申

 
 
 
 
 
 
 

軍
、亠
λ
ト
,士
弓
皿
旨
肉
λ
⊃艇
1
"

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

燦
e
販
謬
ゆ
魅
旺
埋
"
蘢
蜀

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

帽
醍
恆
側
e
挈
e
申

 
 
 
 
 
 
 
 
勾
#
匕
ハ
ヤ
い
ト
曜
置
倒
.λ
ト
ー
飛

 
 
 
 
 
 
 
 
勾
や
ハ
皆
、層ミ
ト
ー
ト
.λ
釜
、ユ
奏
ズ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
t
嶺
物
め
め
郎
搾
哩

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

帽
哩
畫
駅
様
e
釦
}e
申

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よ
券
……b
悶
λ
亠
咐
,娜
叶

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヤ
"
心
晉

 
 
 
 
 
 
 

勾
骨
ー
い
h
ひ
.h
l
飛
K
。ミ
ー
面あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
飛
λ
〈

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

禦
ト
暖
掣
弼

 
 
 
 
 
勾
紳
禦
曇
,》
I
K
l
十
K
.郭
l
K
心
ら
い
亠

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(販
郭
鸞
)馭
様

 
 
 
 
 
 
 
 
曙
哩
謹
黶
様
め
曝
覈
様
e
暖
駅
㎡

 

禦
誤
ゆ
魅
馭
19一#
凵
掣
e
中
亠奏
ム
無
ハ
あ
e
醍
庫
報

 

禦
屋
ゆ
魅
壕
"一尋
凵
把
e
申
亠塾
ゐ
丶
ハ
あ
e
曜
峠
駅

 
 
K
O
い
康

卆
《
め
爆
ら
や
^

,K
O
い
ト
e
暇
峠
輯

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寡
や
轟
e
醍
庫
駅

勾
繕
亠
-
尺
〆
 
1
事
ム
丶
 
亠
轟
さ
卆
ホ
,
も
1
区
e
匪
ト
揺

勾
穏
ハ
餐
k

.1
》
ム
ト
,亠
奏
夲
や
犠
.ら
l
K
e
醍
呼
歐

勾
#
ト
ー
お

.亠
-
冂
ー
代
∠
1
冂
-
〈
1
朴
e
醍
卵
"

 
 
 
 
 
 
 
 
 

e
や
e
副
騨
鍾
蠻
ヨ

以
翼
騨
訃

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

帽
蟹
避
駮
様
e
貍
e
申

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亠
券
配
b
劇
ハ
亠
師
,
燦
肺

 
 
綴
ト
麟
e
貍
e
申
K
へ
券
〉
,黙
^
十
奏
亠
K

,勢
ヤ
"

 
 

(鴫
騷
却
ロ
心
輔
一以
蕾
羅
K
キ
,
丶
)綴
様
e
貍
e
申

 
 
 
 
 
 

(竜
響
早
ロ
や
慧
区
蕾
爨
K
キ
⊃
丶
)綴
様

 

(崎
劈

ロ
へ
讐
区
心
導
べ
長
篝

め
醍
》
ー
〆
I
W
K
,あー
〆
へ
丶
い
亠

 
(聾

ロ
や
並
〆
心
鷓
〆
卆
⊃
詫

曝
藪

為
輳

e
羈

 

 

(心
闘

増
口
略
暢
配

亀
髑
K
ト
3

勾
昼
亠
N
ヒ

、
零

ト
ー
R

、1
屮
、ー
鰹
ミ
h
,
ー
へ
1
亭
へ

 
(
轟

宰
ロ
や
忖
}〆
心
鷹

N
辛
ヘ一X
)禦
誤

∠
丶
ゐ
黙
ハ
(

.〉
↑
ハ
ト

(霤

斜
ロ
や
並
区
槍
鴫

N
亭
⊃
X
)勾
繕
レ
↑
ハ
く

、榊
ト
e
曜
庫
蝋

(霞

斜
ロ
や
並
区
槍
鵬

N
阜
「■X
)勾
仲
レ
亭
ハ
く

,榊
ト
e
霞
吟
駅

(蘂

製
ロ
心
忖ヌ
惹
騾
区
↑
「■丶》〆
O
択

《
亭
丶
b
函
h
↑
丶

N
伝

ト
農

庫
転

 

(心

駻
製
ロ
へ
些

区

袴
驤

K
キ

、気
)ら
卆
あ
e

曜
卵

駅

(§

ロ
心
忖一以
心
騁
〆
李
「3
勾
緑
亠-
貫

ー
ト
会

.事
勺
丶

轟-
区
e
E
庫
叔

(§

9

忖■〆
婁

↑
へ3
勾峯

k
,ー
レ
肴

,弋
な
丶
メ
ー
〆
e
旺
庫
醸

 

(雪

ロ
心
盤
緊

鷽
〆
レ
「3
勾
鬟

,
や
.亠1
【
ー
択
、f
占
1
く
1
於
e
腔
十
叔

 

(§

ロ
心忖
馨

騁
K
レ
「3
勾
衆

ー
b
,十
白
ー
釈
、十
宀
ー
い、ー
榊
e
曇

 
 
 
 
 
 
 
 

5
曝
羽
ロ
へ
b
劇
5
驪
K
キ
「■丶

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
撃
騾
ミ
該
、

 
 
 
 
 
 
 
 

咽
翼
b
郎
曙
撃
e
豐
鸞
曜
禦
握

抵
ハ
ト
ミ
て
め
函
亠
ミ
ズ
e
暇
冫
・ズ
ハ
冖
暢
一区
醍
翻
嘔

唱
郡
e
算
即
ゆ
恒
煕
U}#
U翌
e
申
〆
1
任
e
蕀
糶
雛
暇
饗
壌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぐ
j
e
剛
響
響
曜
禦
熔

 
 
勾
⇔
纏
暾
㌍
,販
霏
彎
e
禦
禦
璧
髴
塔
e
貍
e
申

 
 
 
 
 
黶
撃
鵞
e
耀
禦
曜
禦
熔
喫
」
伽
H
異
4
竹

 
 
 
 
 
 
 
 
 

#
暉
瓢
旧
斟
e
鬻
彎
醍
鵞
握

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

灘
額
醍
憧
め
劇
く
O
さ
丶
「一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

壕
鼻
禦
e
耀
禦
旺
禦
擦

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
塾
斟
「一ト
ト
塗

-
冂
キ
ャ
娼

 
 

勾
縫
駁
郭
鸞
e
蟹
翼
曜
彎
縮
e
鈴
匪
ト
鄭
塩
仙

 
 
 
 
 
 
 

帽
霏
喫
」
塾
ハ
ヤト
ミ
十
e
髴
繋
回

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)搾
中
殳
」
」

 
 
 
 
 

霏
鸞
e
来
ぺ
吋
似
伽
哩
釧
輔
一区
礁
哩
媚

 
 
 
 
 
 
 
 
 
眠
λ
卿
,亠
畉
纖
娜
旨
閃
痢
6
瓢

 
 

挈
e
申
ハ
3
、
,ミ
ズ
い
ゆ
慣
憩
灸
耀
彎
曜
禦
擦

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

罪
鸞
掣
■

勾
廼
⊃禦
ハ
〉
冂
コ
ー
粒
、⊃禦
〆
1
執
ハい
h
,⊃鑼
ハ
い
ト
η

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
製
騾
e
ε
e
山ム
、ー
門
ト

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
暴
鸞
,
9
痢

 
 
 
 
 

5
戀
丁
「一ト
e
包}e
申
碧
ミ
恥
"
ー
、■ト

 
 
 
 
 
 
 
露
鑾
ミ
ー
11
H
あ
b
函
罪
禦
ミ
ヤ
く

⑤
鼻
餐
暖
世
e
饗
彎
旺
鬱
熔
e
挈
e
申
裏

い
昼
9

◎
霏
餐
旺
世
e
響
彎
醍
禦
握
e
犂
e
申
更
ぺ
い
金
D

@
繋
額
旺
世
e
響
彎
暖
彎
爆
e
掣
e
申
ぐ
喫
い
金
9

㊥
霏
蟄
畉
世
e
響
禦
曜
彎
塔
e
㌍
e
申
吏
喫
い
金
D

e
季
繰
暖
送
e
饗
彎
畉
鸞
耀
e
貍
e
申
ぐ
ぺ
い
金
9

 
 
 
 
 
 
 
 
曙
謝
e
ミ
ト
ー
お
,冪
,や
⇒
,喋

靉 靉 靉 譱§講 §譱§§蕁鑰 §§譱器講 譱§驪 §墓塁器1§§羅齷驪 鑰 購 譱器湊講 驪 譱1



付
図
1繊
維
工
業
の
資
本
装
備
率
と
付
加
価
値
労
働
生
産
性

14
.0

12
.0 ⑩
10

⑩
8

』
6

( く ＼ 庄 R 洫 ) 貍 髄 酬 邏 独 埋 坦 晨

4.
0

2.
0

ー - L r 1   冖 ー - 宀 [

上
塗
り
し
た
織
物
・
防
水
し
た
織
物
製
造
業

繊
維
製
衛
生
材
料
製
造
業

そ
の
他
の
織
物
業

丸
編
ニ
ッ
ト
生
地
製
造
業

 
 
 
 
網
製
造
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

 
細
幅
織
物
業
 
 
◆

 
 
 
 
織
物
整
理
業
 
◆

驪
品
講
靉
♂

ね
ん
糸
製
造
業

 
 
 
 
◆

組
ひ
も
製
造
業

 
 
 
 
 
刺
し
ゅ
う
レ
ー
ス
製
造
業

亀  
織
物
手
加
工
染
色
整
理
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆
 
 
フ
ェ
ル
ト
・
不
織
布
製
造
業
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆
 
 
 
 
◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ボ
ビ
ン
レ
ー
ス
製
造
業

 
編
レ
ー
ス
製
造
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
綿
・
ス
フ
・
麻
織
物
機
械
染
色
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

毛
纛
◆
◆
じ
ゆ
うた
潔
鷲
霧灘
懇
造
業

◆
◆
藩
驢
騨
陛
__
.

 
 
◆
綿
状
繊
維
・
糸
染
色
整
理
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆
 
化
学
繊
維
紡
績
業
 

◆
◆
絹
・
人
絹
織
物
業

 
そ
の
他
の
網
地
製
造
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
整
毛
業

◆
製
糸
業

 
◆

綿
紡
績
業

一
o.
o

2.
0

4.
0

6.
0 
 
 
 
 
 
 
 
 
8.
0

資
本
装
備
率
(百
万
円
/人
)

10
.0

12
.0

14
.0



付
図
2衣
服
・そ
の
他
の
繊
維
製
品
製
造
業
の
資
本
装
備
率
と
付
加
価
値
労
働
生
産
性

12
.0

10
.0

く ≧ 随
 
8・
0

) 嵳
R6
.0

埋 晨

4.
0

2.
0

「 L

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
毛
犀
製
衣
服
・身
の
回
り
品
製

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手
袋
製
造
業
 
♂

 
 
 
 
 
 
学
校
服
製
造
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
帆
布
製
品
製
造
業

 
 
 
 
 
 
 
 
帽
子
製
造
業
 
 
 
 
 
◆

ハ
ン
カ
チ
_フ
製
造
業
 
 
◆
 
◆
そ
卿
衣
服
●
雛
製
身
の
回
り
品

 
 
 
 
 
 
 
◆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆
 
セ
ー
タ
ー
類
製
造
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆
◆
◆
◆
そ
の
他
雛
製
品
製
造
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆
◆
◆
 
和
装
製
品
製
造
業

織
物
製
下
着
製
造
業
◆
◆
◆
∂
レ
  
 
 
 
 
 
 
 
◆
  
 
 
 
 
 
 
 
◆

織
物
製
寝
着
類
製
造
業

成
人
女
子
・
少
女
服
製
造
業
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
ッ
ト
製
寝
着
類
製
造
業

 
靴
下
製
造
業

◆

◆

タ
オ
ル
製
造
業

◆
 寝
具
製
造
業

～
o.
o

0.
5

1.
0

1.
5

 
2.
0 
 
 
 
 
 
2.
5

資
本
装
備
率
(百
万
円
/人
)

3.
0

3.
5

4.
0

4.
5



6.
Or

く 詮 聖 遡
4・
0

埋 晨

一 ー -

付
図
3衣
服
・そ
の
他
の
繊
維
製
品
製
造
業
の
資
本
装
備
率
と
付
加
価
値
労
働
生
産
性
(拡
大
図
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
帆
布
製
品
製
造
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
帽
子
製
造
業
(帽
体
を
含
む
) 
 
 
◆
そ
卿
衣
月侵
・
雛
製
身
の
回
り
品

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
他
繊
維
製
品
製
造
業

 
 
 
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
製
造
業
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
謙
爨
下
◆
轡
灘
鏤
生
用
●ス

  
  
  
  
  
  
 巉
離
∴
饗
蕪
鮮

ニ
ッ
ト製
鰯
灘
警
業
◆
◆
κ
鐘
ζ驫
;必
囎

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆
 
シ
ャ
ツ
製
造
業
(下
着
を
除
く
) 
 
◆

 
 
 
 
 
 
 
 
成
人
女
子
・
少
女
服
製
造
業
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
織
物
製
寝
着
類
製
造
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
ッ
ト
製
寝
着
類
製
造
業

2.
0

o.
o

0.
5

 
 
 
 
 
1.
0

資
本
装
備
率
(百
万
円
/人
)

1.
5

2.
0



付
図
4付
加
価
値
生
産
性
の
比
較
(繊
維
と
衣
服
)

ー
0
6

. 団 ー r i ー 」 L I -

0
5

- 1 」 .
0
4

. ー ー 」 I I

  30

切 ≦ 5 0 δ

ト
0
2

ー 」 .
0
1

L
0

◆
Ch
in
a

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Un
it
ed
 
St
at
es

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fr
an
ce

  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
Ge
・
m・
ny
◆ら
Ne
出
e嘉
nd
s

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Un
it
ed
;K
in
gd
om

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆
 
 
 
◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
It
a l
y

 
 
 
 
 
 
 
r 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Be
lg
iu
mす

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆
1「
el
an
d 
 
 
Fi
nl
an
d 

Au
s甘
i・
◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆
Sw
ed
en

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆
Sp
ai
n

Gr
ee
ce

 
 
◆

 
 
 
◆
Po
!f
ug
al

De
nm
ar
k

 
 
◆

◆
Ja
pa
n

0
10

20
30

40
50

60
70

Te
xt
il
es



の
」
Φ
〉
Φ
旧o
Φ
匡

⊆
o
旧ω
旧>
2

Φ
ト

で
焉

o
モ

o
匡

O
O
N

O
◎◎
尸

0
9

O
寸
尸

O
N
尸

0
9

O
◎◎

O
O

O
寸

O
N

O

O

o
≦
`
O
◆

」

尸

◆
で
童

Φ
占

 
 
◆

Φ
o
o
Φ
」
σ

」

O
N

E
o
℃
切
⊆
2

で
Φ
ゼ
⊆
⊃

 
 
 
 
 
 
 

◆

f

卜
'」

㌧

卜

 
 
 
 
で
⊆
。
一⊆
旧諤

で
⊆
』
盞

Φ
為

き
。
∈

8

◆

彗

旧切
一Φ
%

…
著

婁

Φ
。

.

  
 
 
 
 
  
 
 
 
 ㌫

コ<

圏o
切
コ
ゼ

8

◆
◆
 
 
 

◆

ε
o
Ω
の

〉
隔o
出

 
◆
=
o
℃
Φ
≧
ω

・
◆
 

o
o
⊆
o
止

」

O
寸

.一..一 …_

O
co

  i

0
00

selO!qeA」0等0囚

1

8

一

碑

、

L
§

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

⊆
。輔
。
う

籍

耄

Φ
ρモ
⊃

」

。
ミ

(冊

員刪
皿

刃
…邏
細
篤
剛
巒
ム
ト
・・村

{い
・い
)
鰹
覧
コ
e

…到
血
型
州

椡
}旧
}ロR
.掌
 
O
國

セ
▼



付
図
6産
業
別
比
較
優
位
指
標
(日
本
、
20
01
年
)

 
 
 
 
 
 
化
学
工
業

飲
料
・た
ば
こ
・飼
料
製
造
業

 
 
石
油
製
品
'石
炭
製
品
製
造
業
同
■
■
■
■
回
■
■
■
■
國
國
■
一
■
■
 
 
1.
81

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鉄
鋼
業
曝
黷
■
■
■
■
■
■
■
■
r■
■
■
■
■
■
■
■
呻
團
闥
圈
圃
團
■
醒
■
IC
I 
1.
52
 
 
 

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
囲
■
■
■
■
■
■
圜
團
車
■
■
■
■
■
■
■
■
国
自
膕
圈
■
圃
1
.2
6

 
 
 
出
版
'印
刷
恫
関
連
産
業
甼■
■
一
■
唄
■
團
園
■
■
申
t1
3

パル
ナ
紙
雛
韆
菱
詈
=r
==
=1
!譜

 
 
 
 
鰈
層土
碾
品
製
造
業
E璽
國
■
一
卩
一
一
■
印
・
1  
 
 
電
気
機
械
器
具
製
造
業
甲
圉
■
■
■

■
晦
■
■
■
■
■
・
}9
5

 
  
 
『般
讐
灘
蠶
詈
=謡
=。
ll
l4

 
 
 
 
精
密
機
械
器
具
製
造
業
」
一
一
 
…
 
 
0.
9y
 
 
 
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
品
製
造
業
、卩
■
■
■
■
寧
■
■
■
0.
81

 
 
 
 
 
 
金
属
製
品
製
造
業
卩
■
■
一
■
卩
■
團
α
8・

 
 
 
 
 
 
そ
の
他
の
製
造
業
■
■
■
■
團
嚶
甅
■
■
口■
■
■
■
■
0.
77

 
 
 
 
 
 
 
食
料
品
製
造
業
睡
■
■
■
■
■■
■
■
■
■
1■
■
國
α
67

 
 
 
 
 
木
材
・木
製
品
製
造
業
1■
■
■
一
・
頃
α
62

 
 
 
 
 
家
具
裝
備
品
製
造
業
璽
璽
岡
岡
■
0.
62

 
 
 
 
 
 
 
 
 
繊
維
工
業
卩
匳
圉
■
■
■
國
闘
■
■
卩
■
0.
60

衣膿
織
鑛
靆
菱
自
=驃
α
52

≒
==
==
==
==
匿
=盞
= 

 
2.
65
ｮ2
.6
1

 
 
 
 
 
 
 
 

6 
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

0.
0

0.
5

1.
0

1.
5

2.
v

2.
5



付
図
7産
業
別
比
較
優
位
指
標
(中
国
、
20
01
年
)

 
 
 
 
 
 
 
 
タ
バ
コ
製
造
業

石
油
精
製
業
及
び
コ
ー
ク
ス
製
造
業

 
 
 
 
 
 
 
電
気
通
信
機
械

 
 
 
 
 
 
 
医
薬
品
製
造
業
r  
 
 
 
 
 
 

飲
料
製
造
業
i

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鉄
鋼
業

 
1.
41

1.
36

2.
00

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.
23

 
 
 
電
気
機
械
1■
■
■
■
一
■
■
≒
■
■
■
■
一
■
■
≒
■
』
扇
齠

食
料罍
韈
一
1.
14

.1
1

 
 
 
輸
送
機
械
自
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
白
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
白
■
■
1.
11

  
非纓
羮
一
11
仭

プξ
鸚
灘
自
==
=自
==
=靄

胛

 
 
 
 
製
紙
及
び
紙
製
品
製
造
業
1一
■
■
■
一
■
頃
一
■
■
一
鵬
84
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゴ
ム
製
品
屮

■
■
臨
闘
圜
■
■
■
■
■
■
≒
■
■
■
■
■
■
■
■
0
.8
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
家
具
製
造
業
r■
■
■
■
■
■
■
■
国
園
嘩
■
■
■
■
■
国
■
0.
7g
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木
材
加
工
業
璽
璽
【
■
■
■
■

■
■
■
■
■
呷
■
■
■
■
■
■
0.
76

  
  
  
 
非金
驫
1瀘
 

ii
騨

皮
革
、
毛
皮
、
ダ
ウ
ン
、
そ
の
他
製
造
業
1■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
國
晦
団
■
國
0.
62

 
 
楽
器
、
計
量
器
、
文
化
・祭
事
機
械
卩
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
卩
■
0.
59

難
騾
犂
驪
鑾
≡
≡
≡
≡
罵
ll

印
刷
、
製
本
業
r■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
白
■
■
■
■
■
■
■
■
■
0.
gO

 
金
属
製
品
』
鬮
騾
…
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
0・
87

0
0.
5

1
1.
5

2



Fi
g.

8
C

or
n

ar
is

on
s 

in
 p

V
al

ue
A

dd
ed

L
ab

or
Pr

od
uc

tiv
ity

(U
ni

te
d

St
at

es
,

20
01

)

   
   

  
M

in
er

al
 o

il 
re

fi
ni

ng
, c

ok
e 

&
 n

uc
le

ar
 f

ue
l 

M
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

he
m

ic
al

s 
r 

b 

r 

   
   

   
   

   
  

E
le

ct
ro

ni
c 

va
lv

es
 

an
d 

tu
be

s 
N

 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
th

er
 

in
st

ru
m

en
ts

 
1    

   
   

   
   

   
   

   
O

ff
ic

e 
m

ac
hi

ne
ry

 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
M

ot
or

 v
eh

ic
le

s 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

tf
 

   
   

   
   

   
   

  
A

ir
cr

af
t 

an
d 

sp
ac

ec
ra

ft
 

   
   

   
   

   
T

el
ec

om
m

un
ic

at
io

n 
eq

ui
pm

en
t 

   
   

   
   

   
Pu

lp
, p

ap
er

 &
 pa

pe
r 

pr
od

uc
ts

 I
 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
In

su
la

te
d 

w
ir

e 

   
   

   
   

   
R

ad
io

 
an

d 
te

le
vi

si
on

 
re

ce
iv

er
s 

   
   

   
   

   
   

  
Fo

od
 

dr
in

k 
&

 t
ob

ac
co

 

R
ai

lr
oa

d 
eq

ui
pm

en
t 

an
d 

tr
an

sp
or

t 
eq

ui
pm

en
t 

ne
c 

I    
   

   
   

   
   

   
   

   
 

B
as

ic
 

m
et

al
s 

r 

   
   

   
   

   
  

Fa
br

ic
at

ed
 m

et
al

 p
ro

du
ct

s 
I 

   
   

   
   

   
   

  
Sc

ie
nt

if
ic

 i
ns

tr
um

en
ts

 

   
   

   
   

   
   

   
Pr

in
tin

g 
&

 p
ub

lis
hi

ng
 

N
on

-m
et

al
lic

 m
in

er
al

 p
ro

du
ct

s 

   
   

   
   

   
   

   
  

R
ub

be
r 

&
 P

la
st

ic
s 

  
O

th
er

 e
le

ct
ri

ca
l 

m
ac

hi
ne

ry
 a

nd
 a

pp
ar

at
us

 
ne

c 
r 

Fu
rn

itu
re

, 
m

is
ce

lla
ne

ou
s 

m
an

uf
ac

tu
ri

ng
 

re
cy

cl
in

g 

M
ec

ha
ni

ca
l 

en
gi

ne
er

in
g 

   
   

B
ui

ld
in

g 
an

d 
re

pa
ir

in
g 

of
 s

hi
ps

 a
nd

 b
oa

ts
 

   
   

   
   

   
   

   
L

ea
th

er
 a

nd
 f

oo
tw

ea
r 

   
   

   
 

W
oo

d 
&

 p
ro

du
ct

s 
of

 w
oo

d 
an

d 
co

rk
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

T
ex

til
es

 
A

 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
C

lo
th

in
g

2.
05

1.
53

1.
75

 

1.
73

1

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

1.
14

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
1.

07
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
t 

.O
6

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
o.

ss
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
86

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
82

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

o.
so

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

76
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

75
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

73
 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
0.

71
 

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
64

 

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
63

 

   
   

   
   

   
   

  
0.

58
 

   
   

   
   

   
   

  
0.

57
 

   
   

   
   

   
   

 
0.

53

0.
90

 

 .a
s 

o.
as

 
o.

sa
 

 .s
a

I 
1.

36
 

7.
32

0
0.

5
1.

5
2

2.
5



Fi
g.

9
C

or
n

ar
is

on
s 

in
 

V
al

ue
 p

A
dd

ed
 

L
ab

or
Pr

od
uc

tiv
ity

A
us

tr
ia

,
20

01
)

   
   

  
M

in
er

al
 

oi
l 

re
fi

ni
ng

, 
co

ke
 

&
 n

uc
le

ar
 

fu
el

 

   
   

   
   

   
   

   
  

O
ff

ic
e 

m
ac

hi
ne

ry
 

   
   

   
   

   
 

Pu
lp

, 
pa

pe
r 

&
 p

ap
er

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

he
m

ic
al

s 

 
R

ai
lr

oa
d 

eq
ui

pm
en

t 
an

d 
tr

an
sp

or
t 

eq
ui

pm
en

t 
ne

c 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

B
as

ic
 

m
et

al
s 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
M

ot
or

 
ve

hi
cl

es
 

   
   

   
   

   
   

  
Pr

in
tin

g 
&

 p
ub

lis
hi

ng
 

   
   

   
   

   
   

  
A

ir
cr

af
t 

an
d 

sp
ac

ec
ra

ft
 

   
O

th
er

 
el

ec
tr

ic
al

 
m

ac
hi

ne
ry

 
an

d 
ap

pa
ra

tu
s 

ne
c 

   
   

   
   

   
N

on
-m

et
al

lic
 

m
in

er
al

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

   
   

   
T

el
ec

om
m

un
ic

at
io

n 
eq

ui
pm

en
t 

   
   

   
   

   
   

   
  

R
ub

be
r 

&
 p

la
st

ic
s 

   
   

   
   

   
   

  
M

ec
ha

ni
ca

l 
en

gi
ne

er
in

g 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
In

su
la

te
d 

w
ir

e 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
th

er
 

in
st

ru
m

en
ts

 

   
   

   
   

   
   

   
Fo

od
, 

dr
in

k 
&

 to
ba

cc
o 

   
   

   
   

   
 

E
le

ct
ro

ni
c 

va
lv

es
 

an
d 

tu
be

s 

   
   

   
   

   
  

Fa
br

ic
at

ed
 

m
et

al
 

pr
od

uc
ts

 

   
   

   
   

   
   

  
Sc

ie
nt

if
ic

 
in

st
ru

m
en

ts
 

   
   

B
ui

ld
in

g 
an

d 
re

pa
ir

in
g 

of
 s

hi
ps

 
an

d 
bo

at
s 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

T
ex

til
es

 

   
   

   
   

  
R

ad
io

 
an

d 
te

le
vi

si
on

 
re

ce
iv

er
s 

   
   

   
  

W
oo

d 
&

 p
ro

du
ct

s 
of

 w
oo

d 
an

d 
co

rk
 

   
   

   
   

   
   

   
 

L
ea

th
er

 
an

d 
fo

ot
w

ea
r 

Fu
rn

itu
re

, 
m

is
ce

lla
ne

ou
s 

m
an

uf
ac

tu
ri

ng
 

re
cy

cl
in

g 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

lo
th

in
g

1!
45

1.
9Q

r

I

i 1
.1

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  1

.0
0 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

1.
00

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

96
 

r 
0.

94
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

0.
91

F 
1.

10
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

1.
09

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
1.

06
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

1.
02

o.

0.
8

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
0.

91
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
87

r

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
0.

8 
1    

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
80

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
0.

78

0.
78

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

0.
72

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

69
 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
0.

66
 

   
   

   
   

   
0.

37

1.
18

0

1.
42

0
0.

5
1.

5
2



Fi
g.

10
C

om
pa

ri
so

ns
 

in
V

al
ue

A
dd

ed
 

L
ab

or
Pr

od
uc

tiv
ity

(B
e1

gl
um

20
01

)

   
   

  
M

in
er

al
 

oi
l 

re
fi

ni
ng

, 
co

ke
 

&
 n

uc
le

ar
 

fu
el

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

he
m

ic
al

s 

   
   

   
   

   
T

el
ec

om
m

un
ic

at
io

n 
eq

ui
pm

en
t 

   
   

   
   

   
 

Pu
lp

, 
pa

pe
r 

&
 p

ap
er

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

B
as

ic
 

m
et

al
s 

   
   

   
   

   
  

E
le

ct
ro

ni
c 

va
lv

es
 

an
d 

tu
be

s 

   
   

   
   

   
   

   
  

R
ub

be
r 

&
 p

la
st

ic
s 

   
   

   
   

   
   

  
A

ir
cr

af
t 

an
d 

sp
ac

ec
ra

ft
 

   
   

   
   

   
N

on
-m

et
al

lic
 

m
in

er
al

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

   
   

   
   

 
Pr

in
tin

g 
&

 p
ub

lis
hi

ng
 

   
   

   
   

   
R

ad
io

 
an

d 
te

le
vi

si
on

 
re

ce
iv

er
s 

   
   

   
   

   
   

  
M

ec
ha

ni
ca

l 
en

gi
ne

er
in

g 

   
   

   
   

   
   

   
   

 
M

ot
or

 
ve

hi
cl

es
 

   
   

   
   

   
   

  
Fo

od
, 

dr
in

k 
&

 to
ba

cc
o 

  
O

th
er

 
el

ec
tr

ic
al

 
m

ac
hi

ne
ry

 
an

d 
ap

pa
ra

tu
s 

ne
c 

   
   

   
   

   
   

  
Sc

ie
nt

if
ic

 
in

st
ru

m
en

ts
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

T
ex

til
es

 

R
ai

lr
oa

d 
eq

ui
pm

en
t 

an
d 

tr
an

sp
or

t 
eq

ui
pm

en
t 

ne
c 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
In

su
la

te
d 

w
ir

e 

   
   

   
   

   
   

   
  

O
th

er
 

in
st

ru
m

en
ts

 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
ff

ic
e 

m
ac

hi
ne

ry
 

   
   

   
   

   
  

Fa
br

ic
at

ed
 

m
et

al
 

pr
od

uc
ts

 

   
   

B
ui

ld
in

g 
an

d 
re

pa
ir

in
g 

of
 s

hi
ps

 
an

d 
bo

at
s 

   
   

   
  

W
oo

d 
&

 p
ro

du
ct

s 
of

 w
oo

d 
an

d 
co

rk
 

Fu
rn

itu
re

, 
m

is
ce

lla
ne

ou
s 

m
an

uf
ac

tu
ri

ng
, 

re
cy

cl
in

g 

   
   

   
   

   
   

   
L

ea
th

er
 

an
d 

fo
ot

w
ea

r 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

lo
th

in
g

1.
51

1.
83

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  1
.0

7 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

1.
06

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
1.

05
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

1 
04

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
1 

04

1.
04

1.
00

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

:0
.9

9

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
$3

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

0.
92

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

0.
87

 r
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
84

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

79
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
0.

76
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

0.
73

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

0.
73

 

H
 

0.
72

 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
0.

71
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
70

1.
20

ID io

0.
68

   
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

65
 

   
   

   
   

   
   

   
   

0.
61

 

   
   

   
   

   
   

   
   

0.
59

0.
45

0
0.

5
1.

5
2



Fi
g.

11
C

or
n

ar
is

on
s 

in
 

V
al

ue
 

A
dd

ed
 

L
ab

or
 P

Pr
od

uc
tiv

ity
D

en
m

ar
k,

20
01

)

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

C
he

m
ic

al
s 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
th

er
 

in
st

ru
m

en
ts

 

   
   

  
M

in
er

al
 

oi
l 

re
fi

ni
ng

, 
co

ke
 

&
 n

uc
le

ar
 

fu
el

 

   
   

   
   

   
   

   
 

R
ub

be
r 

&
 p

la
st

ic
s 

   
   

   
   

   
T

el
ec

om
m

un
ic

at
io

n 
eq

ui
pm

en
t 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

B
as

ic
 

m
et

al
s 

   
   

   
   

   
Pu

lp
, 

pa
pe

r 
&

 p
ap

er
 

pr
od

uc
ts

 

   
   

   
   

   
   

   
 

L
ea

th
er

 
an

d 
fo

ot
w

ea
r 

   
   

   
   

   
  

E
le

ct
ro

ni
c 

va
lv

es
 

an
d 

tu
be

s 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
ff

ic
e 

m
ac

hi
ne

ry
 

   
   

   
   

   
   

  
M

ec
ha

ni
ca

l 
en

gi
ne

er
in

g 

   
   

   
   

   
   

  
Fo

od
, 

dr
in

k 
&

 t
ob

ac
co

 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
M

ot
or

 
ve

hi
cl

es
 

  
O

th
er

 
el

ec
tr

ic
al

 
m

ac
hi

ne
ry

 
an

d 
ap

pa
ra

tu
s 

ne
c 

   
   

   
   

   
R

ad
io

 
an

d 
te

le
vi

si
on

 
re

ce
iv

er
s 

   
   

   
   

   
   

  
Pr

in
tin

g 
&

 p
ub

lis
hi

ng
 

   
   

   
   

   
  

Fa
br

ic
at

ed
 

m
et

al
 

pr
od

uc
ts

 

R
ai

lr
oa

d 
eq

ui
pm

en
t 

an
d 

tr
an

sp
or

t 
eq

ui
pm

en
t 

ne
c 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

T
ex

til
es

 

   
   

   
   

   
   

   
Sc

ie
nt

if
ic

 
in

st
ru

m
en

ts
 

   
   

   
   

  
N

on
-m

et
al

lic
 

m
in

er
al

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

   
  

W
oo

d 
&

 p
ro

du
ct

s 
of

 w
oo

d 
an

d 
co

rk
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

C
lo

th
in

g 

Fu
rn

itu
re

, 
m

is
ce

lla
ne

ou
s 

m
an

uf
ac

tu
ri

ng
 

re
cy

cl
in

g 

   
   

   
   

   
   

  
A

ir
cr

af
t 

an
d 

sp
ac

ec
ra

ft
 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
In

su
la

te
d 

w
ir

e 

   
   

B
ui

ld
in

g 
an

d 
re

pa
ir

in
g 

of
 s

hi
ps

 
an

d 
bo

at
s

2.
03

2.
36

1.
30

1.
39

1.
91

r
1

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 I
 

1   .
04

 

1.
00

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
0.

95
 

   
   

   
   

   
   

   
 

0;
95

 

F 
0.

93
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
0.

92
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
$2

 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
89

 .1
7 

1.
15

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

0.
86

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
85

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  0

.8
5 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
84

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

0.
84

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
81

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
80

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
79

 

   
   

   
   

   
   

   
   

 
0.

70
 

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
66

 

   
   

   
   

   
   

   
0.

61
 

   
   

   
   

   
   

 
0.

52

0

0
0.

5
1.

5
2

2.
5



Fi
g.

12
C

om
pa

ri
so

ns
 

in
V

al
ue

 
A

dd
ed

 
L

ab
or

 
Pr

od
uc

tiv
ity

 
(F

in
la

nd
, 

20
01

)

   
   

   
   

   
T

el
ec

om
m

un
ic

at
io

n 
eq

ui
pm

en
t 

   
   

   
   

   
 

Pu
lp

, 
pa

pe
r 

&
 p

ap
er

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

  
M

in
er

al
 

oi
l 

re
fi

ni
ng

, 
co

ke
 

&
 n

uc
le

ar
 

fu
el

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

he
m

ic
al

s 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

B
as

ic
 

m
et

al
s 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
th

er
 

in
st

ru
m

en
ts

 

   
   

   
   

   
N

on
-m

et
al

lic
 

m
in

er
al

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

   
   

   
R

ad
io

 
an

d 
te

le
vi

si
on

 
re

ce
iv

er
s 

   
   

   
   

   
  

E
le

ct
ro

ni
c 

va
lv

es
 

an
d 

tu
be

s 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
In

su
la

te
d 

w
ir

e 

   
   

   
   

   
   

  
A

ir
cr

af
t 

an
d 

sp
ac

ec
ra

ft
 

  
O

th
er

 
el

ec
tr

ic
al

 
m

ac
hi

ne
ry

 
an

d 
ap

pa
ra

tu
s 

ne
c 

   
   

   
   

   
   

  
M

ec
ha

ni
ca

l 
en

gi
ne

er
in

g 

   
   

   
   

   
   

  
Sc

ie
nt

if
ic

 
in

st
ru

m
en

ts
 

   
   

   
   

   
   

   
 

R
ub

be
r 

&
 p

la
st

ic
s 

   
   

   
   

   
   

  
Pr

in
tin

g 
&

 p
ub

lis
hi

ng
 

   
   

   
   

   
   

  
Fo

od
, 

dr
in

k 
&

 to
ba

cc
o 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
M

ot
or

 
ve

hi
cl

es
 

   
   

   
   

   
  

Fa
br

ic
at

ed
 

m
et

al
 

pr
od

uc
ts

 

   
   

B
ui

ld
in

g 
an

d 
re

pa
ir

in
g 

of
 

sh
ip

s 
an

d 
bo

at
s 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
ff

ic
e 

m
ac

hi
ne

ry
 

   
   

   
  

W
oo

d 
&

 p
ro

du
ct

s 
of

 w
oo

d 
an

d 
co

rk
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

T
ex

til
es

 

Fu
rn

itu
re

, 
m

is
ce

lla
ne

ou
s 

m
an

uf
ac

tu
ri

ng
, 

re
cy

cl
in

g 

   
   

   
   

   
   

   
L

ea
th

er
 

an
d 

fo
ot

w
ea

r 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

lo
th

in
g 

R
ai

lr
oa

d 
eq

ui
pm

en
t 

an
d 

tr
an

sp
or

t 
eq

ui
pm

en
t 

ne
c

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  1
.8

1

1.
99

2.
69

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

12
9 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

1.
09

r
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
o.

so
0.

87

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

o.
a7

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

85
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

85
 

   
   

   
   

   
   

   
   

 
0.

82

r

• 
o. o.
70.

81
 

0.
80

   
   

   
   

   
   

   
   

0.
76

 

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
73

r 
   

   
   

   
   

   
   

 
0

.7
0

   
   

   
   

   
   

   
0.

68
 

   
   

   
   

   
   

   
0.

66
 

   
   

   
   

   
   

  
0.

64
 

   
   

   
   

   
   

 
0.

59
 

   
   

   
   

   
  

0.
55

 

   
   

   
   

   
   

0.
55

 

   
   

   
   

   
  

0.
52

 
~ 

0.
47

 

   
   

   
 

0.
33

 

~ 
0.

22

C

o.

o.
s

0
0.

5
i

1.
5

2
2.

5



Fi
g.

13
C

on
e

ar
is

on
s 

in
 

V
al

ue
 

A
dd

ed
 

L
ab

or
 p

Pr
od

uc
tiv

ity
Fr

an
ce

,
20

01
)

   
   

  
M

in
er

al
 

oi
l 

re
fi

ni
ng

, 
co

ke
 

&
 n

uc
le

ar
 

fu
el

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

he
m

ic
al

s 

   
   

   
   

   
   

  
A

ir
cr

af
t 

an
d 

sp
ac

ec
ra

ft
 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
ff

ic
e 

m
ac

hi
ne

ry
 

   
   

   
   

   
T

el
ec

om
m

un
ic

at
io

n 
eq

ui
pm

en
t 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
M

ot
or

 
ve

hi
cl

es
 

   
   

   
   

   
Pu

lp
, 

pa
pe

r 
&

 p
ap

er
 

pr
od

uc
ts

 

R
ai

lr
oa

d 
eq

ui
pm

en
t 

an
d 

tr
an

sp
or

t 
eq

ui
pm

en
t 

ne
c 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
In

su
la

te
d 

w
ir

e 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
B

as
ic

 
m

et
al

s 

   
   

   
   

   
N

on
-m

et
al

lic
 

m
in

er
al

 
pr

od
uc

ts
 

  
O

th
er

 
el

ec
tr

ic
al

 
m

ac
hi

ne
ry

 
an

d 
ap

pa
ra

tu
s 

ne
c 

   
   

   
   

   
   

   
Sc

ie
nt

if
ic

 
in

st
ru

m
en

ts
 

   
   

B
ui

ld
in

g 
an

d 
re

pa
ir

in
g 

of
 s

hi
ps

 
an

d 
bo

at
s 

   
   

   
   

   
   

  
M

ec
ha

ni
ca

l 
en

gi
ne

er
in

g 

   
   

   
   

   
  

E
le

ct
ro

ni
c 

va
lv

es
 

an
d 

tu
be

s 

   
   

   
   

   
   

  
Fo

od
, 

dr
in

k 
&

 t
ob

ac
co

 

   
   

   
   

   
   

  
Pr

in
tin

g 
&

 p
ub

lis
hi

ng
 

   
   

   
   

   
   

   
 

R
ub

be
r 

&
 p

la
st

ic
s 

   
   

   
   

   
  

Fa
br

ic
at

ed
 

m
et

al
 

pr
od

uc
ts

 

   
   

   
  

W
oo

d 
&

 p
ro

du
ct

s 
of

 w
oo

d 
an

d 
co

rk
 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
th

er
 

in
st

ru
m

en
ts

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

T
ex

til
es

 

Fu
rn

itu
re

, 
m

is
ce

lla
ne

ou
s 

m
an

uf
ac

tu
ri

ng
 

re
cy

cl
in

g 

   
   

   
   

   
   

   
L

ea
th

er
 

an
d 

fo
ot

w
ea

r 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

C
lo

th
in

g 

   
   

   
   

   
R

ad
io

 
an

d 
te

le
vi

si
on

 
re

ce
iv

er
s

i
1.

31

1.
53

.4
8

12
6

r
1.

19

1.
13

 

1.
11

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

1.
06

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
R

1.
04

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

1.
01

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

0.
94

~ 
0.

91
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
87

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
87

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
86

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
82

0.
80

0.
92

0.
77

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

0.
73

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
71

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
71

 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
0.

65
 

   
   

   
   

   
   

   
   

 
0.

62

0.
59

0
o.

s
1

1.
5

2



Fi
g.

14
C

om
pa

ri
so

ns
 

in
V

al
ue

A
dd

ed
L

ab
or

Pr
od

uc
tiv

ity
G

er
m

an
 

(y
,

20
01

)

   
   

  
M

in
er

al
 

oi
l 

re
fi

ni
ng

, 
co

ke
 

&
 n

uc
le

ar
 

fu
el

 

   
   

   
   

   
   

  
A

ir
cr

af
t 

an
d 

sp
ac

ec
ra

ft
 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
ff

ic
e 

m
ac

hi
ne

ry
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

he
m

ic
al

s 

   
   

   
   

   
  

E
le

ct
ro

ni
c 

va
lv

es
 

an
d 

tu
be

s 

   
   

   
   

   
T

el
ec

om
m

un
ic

at
io

n 
eq

ui
pm

en
t 

   
   

   
   

   
R

ad
io

 
an

d 
te

le
vi

si
on

 
re

ce
iv

er
s 

   
   

   
   

   
 

Pu
lp

, 
pa

pe
r 

&
 p

ap
er

 
pr

od
uc

ts
 

   
O

th
er

 
el

ec
tr

ic
al

 
m

ac
hi

ne
ry

 
an

d 
ap

pa
ra

tu
s 

ne
c 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

B
as

ic
 

m
et

al
s 

   
   

   
   

   
   

  
Pr

in
tin

g 
&

 p
ub

lis
hi

ng
 

   
   

   
   

   
   

   
   

 
M

ot
or

 
ve

hi
cl

es
 

   
   

   
   

   
   

  
M

ec
ha

ni
ca

l 
en

gi
ne

er
in

g 

   
   

   
   

   
N

on
-m

et
al

lic
 

m
in

er
al

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

   
   

   
   

  
Sc

ie
nt

if
ic

 
in

st
ru

m
en

ts
 

   
   

   
   

   
   

   
  

R
ub

be
r 

&
 p

la
st

ic
s 

   
   

   
   

   
   

   
  

O
th

er
 

in
st

ru
m

en
ts

 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
In

su
la

te
d 

w
ir

e 

   
   

   
   

   
  

Fa
br

ic
at

ed
 

m
et

al
 

pr
od

uc
ts

 

   
   

   
  

W
oo

d 
&

 p
ro

du
ct

s 
of

 w
oo

d 
an

d 
co

rk
 

Fu
rn

itu
re

, 
m

is
ce

lla
ne

ou
s 

m
an

uf
ac

tu
ri

ng
; 

re
cy

cl
in

g 

   
   

B
ui

ld
in

g 
an

d 
re

pa
ir

in
g 

of
 s

hi
ps

 
an

d 
bo

at
s 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

T
ex

til
es

 

   
   

   
   

   
   

  
Fo

od
, 

dr
in

k 
&

 to
ba

cc
o 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

lo
th

in
g 

   
   

   
   

   
   

   
L

ea
th

er
 

an
d 

fo
ot

w
ea

r 

R
ai

lr
oa

d 
eq

ui
pm

en
t 

an
d 

tr
an

sp
or

t 
eq

ui
pm

en
t 

ne
c

1.
30

1.
57

 

1.
55

1.
50

1.

1

~1
. 

• 
1.

09
 

1.
04

12
5

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  $1
1.

02

1.
00

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
94

 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

93
0.

91

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
90

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
0.

84
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
0.

82

~ 
1.

19
 

1.
15

 

1.
13

 2

0.
79

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

o.
~s

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
75

0.
73

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
0.

70

0.
53

0.
64

0
0.

5
1.

5
2



Fi
g.

15
C

or
n

ar
is

on
s 

in
 

V
al

ue
 

A
dd

ed
 

L
ab

or
 P

Pr
od

uc
tiv

ity
G

re
ec

e,
20

01
)

   
   

   
   

   
T

el
ec

om
m

un
ic

at
io

n 
eq

ui
pm

en
t 

   
   

  
M

in
er

al
 

oi
l 

re
fi

ni
ng

, 
co

ke
 

&
 n

uc
le

ar
 

fu
el

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
In

su
la

te
d 

w
ir

e 

   
   

   
   

   
  

E
le

ct
ro

ni
c 

va
lv

es
 

an
d 

tu
be

s 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

B
as

ic
 

m
et

al
s 

   
   

   
   

   
N

on
-m

et
al

lic
 

m
in

er
al

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

he
m

ic
al

s 

   
   

   
   

   
R

ad
io

 
an

d 
te

le
vi

si
on

 
re

ce
iv

er
s 

  
O

th
er

 
el

ec
tr

ic
al

 
m

ac
hi

ne
ry

 
an

d 
ap

pa
ra

tu
s 

ne
c 

   
   

   
   

   
   

  
Pr

in
tin

g 
&

 p
ub

lis
hi

ng
 

   
   

   
   

   
   

 
A

ir
cr

af
t 

an
d 

sp
ac

ec
ra

ft
 

   
   

   
   

   
   

  
Fo

od
, 

dr
in

k 
&

 t
ob

ac
co

 

   
   

   
   

   
Pu

lp
, 

pa
pe

r 
&

 p
ap

er
 

pr
od

uc
ts

 

   
   

   
   

   
   

   
 

R
ub

be
r 

&
 p

la
st

ic
s 

   
   

B
ui

ld
in

g 
an

d 
re

pa
ir

in
g 

of
 s

hi
ps

 
an

d 
bo

at
s 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
ff

ic
e 

m
ac

hi
ne

ry
 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
M

ot
or

 
ve

hi
cl

es
 

Fu
rn

itu
re

, 
m

is
ce

lla
ne

ou
s 

m
an

uf
ac

tu
ri

ng
, 

re
cy

cl
in

g 

   
   

   
   

   
   

  
M

ec
ha

ni
ca

l 
en

gi
ne

er
in

g 

R
ai

lr
oa

d 
eq

ui
pm

en
t 

an
d 

tr
an

sp
or

t 
eq

ui
pm

en
t 

ne
c 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

T
ex

til
es

 

   
   

   
   

   
   

   
L

ea
th

er
 

an
d 

fo
ot

w
ea

r 

   
   

   
 

W
oo

d 
&

 p
ro

du
ct

s 
of

 w
oo

d 
an

d 
co

rk
 

   
   

   
   

   
  

Fa
br

ic
at

ed
 

m
et

al
 

pr
od

uc
ts

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

C
lo

th
in

g 

   
   

   
   

   
   

   
Sc

ie
nt

if
ic

 
in

st
ru

m
en

ts
 

   
   

   
   

   
   

   
  

O
th

er
 

in
st

ru
m

en
ts

2.
15

3.
17

1.
33

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

1.
51

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

1.
33

;

1.
31

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  1.
19

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
1.

15
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
1.

14
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

1.
10

 

   
   

   
   

   
   

   
  

:0
.9

8

1.
&

8 

86

H

   
   

   
   

   
   

   
   

   
o.

se
 

- 
0.

91
 

   
   

   
   

   
   

   
  0

.9
1

   
   

   
   

   
   

  
0.

75
 

   
   

   
   

   
   

   
0.

74
 

   
   

   
   

   
   

   
0.

74
 

   
   

   
   

   
   

  
0.

71
 

   
   

   
   

   
  

0.
65

 

   
   

   
   

   
  

0.
64

 

   
   

   
   

   
 

0.
59

 

~ 
0.

47
 

   
   

   
 

0.
34

0.
88

0
0.

5
i

1.
5

z
2.

5
3



Fi
g.

t 
6

C
om

pa
ri

so
ns

 
in

V
al

ue
A

dd
ed

 
L

ab
or

Pr
od

uc
tiv

ity
Ir

el
an

d,
20

01
)

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

he
m

ic
al

s 

   
   

   
   

   
   

  
Pr

in
tin

g 
&

 p
ub

lis
hi

ng
 

   
   

   
   

   
   

   
  

O
ff

ic
e 

m
ac

hi
ne

ry
 

   
   

   
   

   
 

E
le

ct
ro

ni
c 

va
lv

es
 

an
d 

tu
be

s 

   
   

  
M

in
er

al
 

oi
l 

re
fi

ni
ng

, 
co

ke
 

&
 n

uc
le

ar
 

fu
el

 

   
   

   
   

   
T

el
ec

om
m

un
ic

at
io

n 
eq

ui
pm

en
t 

   
   

   
   

   
   

   
Fo

od
, 

dr
in

k 
&

 t
ob

ac
co

 

  
O

th
er

 
el

ec
tr

ic
al

 
m

ac
hi

ne
ry

 
an

d 
ap

pa
ra

tu
s 

ne
c 

   
   

   
   

   
   

   
  

O
th

er
 

in
st

ru
m

en
ts

 

   
   

   
   

   
   

  
Sc

ie
nt

if
ic

 
in

st
ru

m
en

ts
 

   
   

   
   

  
R

ad
io

 
an

d 
te

le
vi

si
on

 
re

ce
iv

er
s 

Fu
rn

itu
re

, 
m

is
ce

lla
ne

ou
s 

m
an

uf
ac

tu
ri

ng
, 

re
cy

cl
in

g 

   
   

   
   

   
 

Pu
lp

, 
pa

pe
r 

&
 p

ap
er

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

B
as

ic
 

m
et

al
s 

   
   

   
   

   
   

   
 

R
ub

be
r 

&
 p

la
st

ic
s 

   
   

   
   

   
N

on
-m

et
al

lic
 

m
in

er
al

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

   
   

   
   

 
M

ec
ha

ni
ca

l 
en

gi
ne

er
in

g 

   
   

B
ui

ld
in

g 
an

d 
re

pa
ir

in
g 

of
 s

hi
ps

 
an

d 
bo

at
s 

R
ai

lr
oa

d 
eq

ui
pm

en
t 

an
d 

tr
an

sp
or

t 
eq

ui
pm

en
t 

ne
c 

   
   

   
  

W
oo

d 
&

 p
ro

du
ct

s 
of

 w
oo

d 
an

d 
co

rk
 

   
   

   
   

   
  

Fa
br

ic
at

ed
 

m
et

al
 

pr
od

uc
ts

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
In

su
la

te
d 

w
ir

e 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

lo
th

in
g 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
M

ot
or

 
ve

hi
cl

es
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

T
ex

til
es

 

   
   

   
   

   
   

   
L

ea
th

er
 

an
d 

fo
ot

w
ea

r

1.
11

_ 
1.

04

22
5

0.
89

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
0.

89
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
76

0.
61

   
   

   
   

   
   

   
0.

59
 

   
   

   
   

   
   

 
0.

53
 

~ 
0.

37
 

~ 
0.

36
 

~ 
0.

36

o.
7s

oz

~~
 

0.
27

 
~ 

0.
27

02
4

~ 
oz

a 
~ 

oz
a 

~.
 

0.
22

 
~~

 
0.

21
 

~ 
oz

o 

~~
 

0.
20

 
`~

 
oz

o 
  

-0
.1

3

0
0.

5
1.

5
2

2.
5



Fi
g.

17
C

or
n

pa
ri

so
ns

 
in

 V
al

ue
 

A
dd

ed
 

L
ab

or
 

Pr
od

uc
tiv

ity
 

It
al

y,
 2

00
1

   
   

  
M

in
er

al
 

oi
l 

re
fi

ni
ng

, 
co

ke
 

&
 n

uc
le

ar
 

fu
el

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

he
m

ic
al

s 

   
   

   
   

   
   

  
A

ir
cr

af
t 

an
d 

sp
ac

ec
ra

ft
 

R
ai

lr
oa

d 
eq

ui
pm

en
t 

an
d 

tr
an

sp
or

t 
eq

ui
pm

en
t 

ne
c 

   
   

   
   

   
   

  
Pr

in
tin

g 
&

 p
ub

lis
hi

ng
 

   
   

   
   

   
   

  
M

ec
ha

ni
ca

l 
en

gi
ne

er
in

g 

   
   

   
   

   
Pu

lp
, 

pa
pe

r 
&

 p
ap

er
 

pr
od

uc
ts

 

   
   

   
   

   
   

  
Fo

od
, 

dr
in

k 
&

 t
ob

ac
co

 

   
   

   
   

   
N

on
-m

et
al

lic
 

m
in

er
al

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
In

su
la

te
d 

w
ir

e 

   
   

   
   

   
  

E
le

ct
ro

ni
c 

va
lv

es
 

an
d 

tu
be

s 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
th

er
 

in
st

ru
m

en
ts

 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
M

ot
or

 
ve

hi
cl

es
 

   
   

   
   

   
   

   
  

R
ub

be
r 

&
 p

la
st

ic
s 

  
O

th
er

 
el

ec
tr

ic
al

 
m

ac
hi

ne
ry

 
an

d 
ap

pa
ra

tu
s 

ne
c 

   
   

B
ui

ld
in

g 
an

d 
re

pa
ir

in
g 

of
 

sh
ip

s 
an

d 
bo

at
s 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

B
as

ic
 

m
et

al
s 

   
   

   
   

   
   

   
Sc

ie
nt

if
ic

 
in

st
ru

m
en

ts
 

   
   

   
   

   
  

Fa
br

ic
at

ed
 

m
et

al
 

pr
od

uc
ts

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

T
ex

til
es

 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
ff

ic
e 

m
ac

hi
ne

ry
 

Fu
rn

itu
re

, 
m

is
ce

lla
ne

ou
s 

m
an

uf
ac

tu
ri

ng
 

re
cy

cl
in

g 

   
   

   
   

   
T

el
ec

om
m

un
ic

at
io

n 
eq

ui
pm

en
t 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

lo
th

in
g 

   
   

   
 

W
oo

d 
&

 p
ro

du
ct

s 
of

 w
oo

d 
an

d 
co

rk
 

   
   

   
   

   
   

   
L

ea
th

er
 

an
d 

fo
ot

w
ea

r 

   
   

   
   

  
R

ad
io

 
an

d 
te

le
vi

si
on

 
re

ce
iv

er
s

1.
77

2.
17

12
1

1.
58

1

1.
13

 

.1
1 

.1
1

1.
06

 

 .0
5 

1.
04

 

I .
03

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
1.

01
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

o.
s7

 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
94

 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
o.

ya
 

F 
0.

92
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
0.

9 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
0.

8 
   

   
  

-0
.8

4 
_ 

0.
84

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
0.

82
 

F 
0.

76
 

~ 
0.

75
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

71

i0
.

0.

o.
s

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
58

0
0.

5
i

1.
5

2



Fi
g.

18
C

or
n

ar
is

on
s 

in
 p

V
al

ue
A

dd
ed

L
ab

or
Pr

od
uc

tiv
ity

N
et

he
rl

an
ds

,
zo

ov

   
   

   
M

in
er

al
 

oi
l 

re
fi

ni
ng

, 
co

ke
 

&
 n

uc
le

ar
 

fu
el

 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
th

er
 

in
st

ru
m

en
ts

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

he
m

ic
al

s 

   
   

   
   

   
   

  
Sc

ie
nt

if
ic

 
in

st
ru

m
en

ts
 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
In

su
la

te
d 

w
ir

e 

   
   

   
   

   
N

on
-m

et
al

lic
 

m
in

er
al

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

   
   

   
   

  
Fo

od
, 

dr
in

k 
&

 to
ba

cc
o 

   
   

   
   

   
 

Pu
lp

, 
pa

pe
r 

&
 p

ap
er

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

B
as

ic
 

m
et

al
s 

   
   

   
   

   
   

   
  

R
ub

be
r 

&
 p

la
st

ic
s 

   
   

   
   

   
   

  
M

ec
ha

ni
ca

l 
en

gi
ne

er
in

g 

   
   

   
   

   
   

   
L

ea
th

er
 

an
d 

fo
ot

w
ea

r 

R
ai

lr
oa

d 
eq

ui
pm

en
t 

an
d 

tr
an

sp
or

t 
eq

ui
pm

en
t 

ne
c 

  
O

th
er

 
el

ec
tr

ic
al

 
m

ac
hi

ne
ry

 
an

d 
ap

pa
ra

tu
s 

ne
c 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
M

ot
or

 
ve

hi
cl

es
 

   
   

   
  

W
oo

d 
&

 p
ro

du
ct

s 
of

 w
oo

d 
an

d 
co

rk
 

   
   

   
   

   
   

  
A

ir
cr

af
t 

an
d 

sp
ac

ec
ra

ft
 

   
   

   
   

   
   

  
Pr

in
tin

g 
&

 p
ub

lis
hi

ng
 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
ff

ic
e 

m
ac

hi
ne

ry
 

   
   

   
   

   
  

Fa
br

ic
at

ed
 

m
et

al
 

pr
od

uc
ts

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

T
ex

til
es

 

   
   

   
   

  
R

ad
io

 
an

d 
te

le
vi

si
on

 
re

ce
iv

er
s 

   
   

   
   

   
 

E
le

ct
ro

ni
c 

va
lv

es
 

an
d 

tu
be

s 

   
   

   
   

   
T

el
ec

om
m

un
ic

at
io

n 
eq

ui
pm

en
t 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

lo
th

in
g 

   
   

B
ui

ld
in

g 
an

d 
re

pa
ir

in
g 

of
 s

hi
ps

 
an

d 
bo

at
s 

Fu
rn

itu
re

, 
m

is
ce

lla
ne

ou
s 

m
an

uf
ac

tu
ri

ng
 

re
cy

cl
in

g

1.
34

1.
32

1.
42

1.
90

2.
07

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   1.
os

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

96

0.
92

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
0.

92
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
9:

1 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

89
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
0.

83

1.
30

r

0.
83

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

0.
8 

1    
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
0.

80
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
80

 

F 
0.

78
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
73

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
73

 

~ 
0.

73
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

73
 

   
   

   
   

   
   

   
   

 
0.

67
 

   
   

   
   

   
   

   
   

0.
66

0.
51

0
o_

s
i

1.
5

2



Fi
g.

19
C

om
pa

ri
so

ns
 

in
V

al
ue

A
dd

ed
 

L
ab

or
Pr

od
uc

tiv
ity

(P
or

tu
ga

l,
20

01
)

   
   

  
M

in
er

al
 

oi
l 

re
fi

ni
ng

, 
co

ke
 

&
 n

uc
le

ar
 

fu
el

 

   
   

   
   

   
 

Pu
lp

, 
pa

pe
r 

&
 p

ap
er

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

   
   

   
T

el
ec

om
m

un
ic

at
io

n 
eq

ui
pm

en
t 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
M

ot
or

 
ve

hi
cl

es
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

he
m

ic
al

s 

   
   

   
   

   
  

E
le

ct
ro

ni
c 

va
lv

es
 

an
d 

tu
be

s 

   
   

   
   

   
R

ad
io

 
an

d 
te

le
vi

si
on

 
re

ce
iv

er
s 

   
   

   
   

   
   

  
Pr

in
tin

g 
&

 p
ub

lis
hi

ng
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

B
as

ic
 

m
et

al
s 

   
   

   
   

   
   

  
A

ir
cr

af
t 

an
d 

sp
ac

ec
ra

ft
 

R
ai

lr
oa

d 
eq

ui
pm

en
t 

an
d 

tr
an

sp
or

t 
eq

ui
pm

en
t 

ne
c 

   
   

   
   

   
N

on
-m

et
al

lic
 

m
in

er
al

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
th

er
 

in
st

ru
m

en
ts

 

   
   

   
   

   
   

   
  

O
ff

ic
e 

m
ac

hi
ne

ry
 

   
   

B
ui

ld
in

g 
an

d 
re

pa
ir

in
g 

of
 s

hi
ps

 
an

d 
bo

at
s 

   
   

   
   

   
   

   
 

R
ub

be
r 

&
 p

la
st

ic
s 

   
   

   
   

   
   

  
Fo

od
, 

dr
in

k 
&

 t
ob

ac
co

 

   
   

   
   

   
   

  
Sc

ie
nt

if
ic

 
in

st
ru

m
en

ts
 

  
O

th
er

 
el

ec
tr

ic
al

 
m

ac
hi

ne
ry

 
an

d 
ap

pa
ra

tu
s 

ne
c 

   
   

   
   

   
  

Fa
br

ic
at

ed
 

m
et

al
 

pr
od

uc
ts

 

   
   

   
   

   
   

  
M

ec
ha

ni
ca

l 
en

gi
ne

er
in

g 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

T
ex

til
es

 

   
   

   
   

   
   

   
L

ea
th

er
 

an
d 

fo
ot

w
ea

r 

   
   

   
  

W
oo

d 
&

 p
ro

du
ct

s 
of

 w
oo

d 
an

d 
co

rk
 

Fu
rn

itu
re

, 
m

is
ce

lla
ne

ou
s 

m
an

uf
ac

tu
ri

ng
 

re
cy

cl
in

g 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

C
lo

th
in

g 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
In

su
la

te
d 

w
ir

e

1.
91

2.
16

1.
58

 

1.
56

• 
1.

76
 

1.
71

1.
31

1.
40

i

12
9

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
12

5 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
12

4 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
12

3

1.
13

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
1.

09
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
to

s 

   
   

   
   

   
   

   
  

0;
95

0.
84

o.
sz

0.
80

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
78

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

76
 

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
65

0.
50

~~
 

0:
45

0
o.

s
i

1.
5

2
2.

5



Fi
g.

20
C

or
n

ar
is

on
s 

in
 V

ai
ue

 p
A

dd
ed

 
L

ab
or

Pr
od

uc
tiv

ity
Sp

ai
n 

,
20

01
)

   
   

  
M

in
er

al
 

oi
l 

re
fi

ni
ng

, 
co

ke
 

&
 n

uc
le

ar
 

fu
el

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

he
m

ic
al

s 

   
   

   
   

   
 

Pu
lp

, 
pa

pe
r 

&
 p

ap
er

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
B

as
ic

 
m

et
al

s 

   
   

   
   

   
   

  
A

ir
cr

af
t 

an
d 

sp
ac

ec
ra

ft
 

   
   

   
   

   
T

el
ec

om
m

un
ic

at
io

n 
eq

ui
pm

en
t 

   
   

   
   

   
   

   
  

O
ff

ic
e 

m
ac

hi
ne

ry
 

R
ai

lr
oa

d 
eq

ui
pm

en
t 

an
d 

tr
an

sp
or

t 
eq

ui
pm

en
t 

ne
c 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
M

ot
or

 
ve

hi
cl

es
 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
In

su
la

te
d 

w
ir

e 

   
   

   
   

   
   

   
 

R
ub

be
r 

&
 p

la
st

ic
s 

   
   

   
   

   
N

on
-m

et
al

lic
 

m
in

er
al

 
pr

od
uc

ts
 

  
O

th
er

 
el

ec
tr

ic
al

 
m

ac
hi

ne
ry

 
an

d 
ap

pa
ra

tu
s 

ne
c 

   
   

   
   

   
   

   
Sc

ie
nt

if
ic

 
in

st
ru

m
en

ts
 

   
   

   
   

   
R

ad
io

 
an

d 
te

le
vi

si
on

 
re

ce
iv

er
s 

   
   

   
   

   
   

  
Fo

od
, 

dr
in

k 
&

 to
ba

cc
o 

   
   

   
   

   
   

  
Pr

in
tin

g 
&

 p
ub

lis
hi

ng
 

   
   

   
   

   
  

E
le

ct
ro

ni
c 

va
lv

es
 

an
d 

tu
be

s 

   
   

   
   

   
   

  
M

ec
ha

ni
ca

l 
en

gi
ne

er
in

g 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
th

er
 

in
st

ru
m

en
ts

 

   
   

   
   

   
  

Fa
br

ic
at

ed
 

m
et

al
 

pr
od

uc
ts

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

T
ex

til
es

 

Fu
rn

itu
re

, 
m

is
ce

lla
ne

ou
s 

m
an

uf
ac

tu
ri

ng
 

re
cy

cl
in

g 

   
   

B
ui

ld
in

g 
an

d 
re

pa
ir

in
g 

of
 s

hi
ps

 
an

d 
bo

at
s 

   
   

   
   

   
   

   
L

ea
th

er
 

an
d 

fo
ot

w
ea

r 

   
   

   
  

W
oo

d 
&

 p
ro

du
ct

s 
of

 w
oo

d 
an

d 
co

rk
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

lo
th

in
g

1:
.4

6

1.
44

12
5 

12
5

1.
40

1.
34

~ 
x.

02

o.
n

~ 
1.

01
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

98
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
09

6 

   
   

   
   

   
   

   
   

  0
L

96
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
85

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
0.

93

I

   
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

68
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

68
 

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
57

 

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
55

• 
0.

51
 

0.
47

1.
14

 

12

11
.1

0 

1.
08

L 0
0.

5
1

1.
5

2



Fi
g.

21
C

or
n

ar
is

on
s 

in
 

V
al

ue
 p

A
dd

ed
L

ab
or

Pr
od

uc
tiv

ity
Sw

ed
en

,
20

01
)

   
   

  
M

in
er

al
 o

il 
re

fi
ni

ng
, c

ok
e 

&
 n

uc
le

ar
 f

ue
l 

M
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

he
m

ic
al

s 
H

   
   

   
   

   
  

P
ul

p,
 p

ap
er

 &
 p

ap
er

 p
ro

du
ct

s 
1    

   
   

   
   

   
   

   
   

 
In

su
la

te
d 

w
ir

e 
M

 
   

   
   

   
   

   
   

   
 

O
ff

ic
e 

m
ac

hi
ne

ry
 

R
ai

lr
oa

d 
eq

ui
pm

en
t 

an
d 

tr
an

sp
or

t 
eq

ui
pm

en
t 

ne
c 

   
   

   
   

   
   

  
Pr

in
tin

g 
&

 p
ub

lis
hi

ng
 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
M

ot
or

 v
eh

ic
le

s 
  

O
th

er
 e

le
ct

ri
ca

l 
m

ac
hi

ne
ry

 a
nd

 a
pp

ar
at

us
 

ne
c 

   
   

   
   

   
   

   
 

R
ub

be
r 

&
 p

la
st

ic
s 

   
   

   
   

   
   

  
M

ec
ha

ni
ca

l e
ng

in
ee

ri
ng

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

B
as

ic
 m

et
al

s 
   

   
   

   
   

   
   

Fo
od

, d
ri

nk
 &

 to
ba

cc
o 

   
   

   
   

   
N

on
-m

et
al

lic
 m

in
er

al
 p

ro
du

ct
s 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

T
ex

til
es

 
   

   
   

   
   

  
Fa

br
ic

at
ed

 
m

et
al

 p
ro

du
ct

s 
   

   
   

   
   

   
  

A
ir

cr
af

t 
an

d 
sp

ac
ec

ra
ft

 

   
   

   
 

W
oo

d 
&

 p
ro

du
ct

s 
of

 w
oo

d 
an

d 
co

rk
 

   
   

   
   

  
T

el
ec

om
m

un
ic

at
io

n 
eq

ui
pm

en
t 

   
   

   
   

   
   

   
Sc

ie
nt

if
ic

 i
ns

tr
um

en
ts

 
   

   
B

ui
ld

in
g a

nd
 r

ep
ai

ri
ng

 o
f 

sh
ip

s 
an

d 
bo

at
s 

   
   

   
   

   
   

   
L

ea
th

er
 a

nd
 f

oo
tw

ea
r 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
th

er
 i

ns
tr

um
en

ts
 F

 
   

   
   

   
   

R
ad

io
 a

nd
 t

el
ev

is
io

n 
re

ce
iv

er
s 

   
   

   
   

   
 

E
le

ct
ro

ni
c 

va
lv

es
 a

nd
 tu

be
s 

U
 

Fu
rn

itu
re

, 
m

is
ce

lla
ne

ou
s 

m
an

uf
ac

tu
ri

ng
, re

cy
cl

in
g 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

C
lo

th
in

g

1.
74

1.
86

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
1.

09
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
1.

07
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
1.

03
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 1

.0
3 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
99

 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

:0
.9

9 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
89

; 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
0.

87
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
0.

84
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
0.

81
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
0.

81
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
76

 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
0.

74
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  0

.7
4 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

0.
73

 
   

   
   

   
   

   
   

   
0.

63
 

   
   

   
   

   
   

   
0.

51

12
6 

.2
5

1.
35

I

   
   

   
   

   
   

0.
44

 

~ 
0.

35

~~
 

0.
33

0
0.

5
1

1.
5

2



Fi
g2

2
C

om
pa

ri
so

ns
 

in
V

al
ue

A
dd

ed
 

L
ab

or
Pr

od
uc

tiv
ity

(U
ni

te
d

K
in

gd
om

20
01

)

   
   

   
   

   
R

ad
io

 
an

d 
te

le
vi

si
on

 
re

ce
iv

er
s 

   
   

  
M

in
er

al
 

oi
l 

re
fi

ni
ng

, 
co

ke
 

&
 n

uc
le

ar
 

fu
el

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

he
m

ic
al

s 

   
   

   
   

   
T

el
ec

om
m

un
ic

at
io

n 
eq

ui
pm

en
t 

   
   

   
   

   
  

E
le

ct
ro

ni
c 

va
lv

es
 

an
d 

tu
be

s 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
ff

ic
e 

m
ac

hi
ne

ry
 

   
   

   
   

   
   

   
Sc

ie
nt

if
ic

 
in

st
ru

m
en

ts
 

   
   

   
   

   
   

  
Pr

in
tin

g 
&

 p
ub

lis
hi

ng
 

   
   

   
   

   
Pu

lp
, 

pa
pe

r 
&

 p
ap

er
 

pr
od

uc
ts

 

   
   

   
   

   
   

  
Fo

od
, 

dr
in

k 
&

 t
ob

ac
co

 

   
   

   
   

   
   

  
A

ir
cr

af
t 

an
d 

sp
ac

ec
ra

ft
 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
M

ot
or

 
ve

hi
cl

es
 

   
   

   
   

   
N

on
-m

et
al

lic
 

m
in

er
al

 
pr

od
uc

ts
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

B
as

ic
 

m
et

al
s 

   
   

   
   

   
   

  
M

ec
ha

ni
ca

l 
en

gi
ne

er
in

g 

   
   

B
ui

ld
in

g 
an

d 
re

pa
ir

in
g 

of
 

sh
ip

s 
an

d 
bo

at
s 

   
   

   
   

   
   

   
   

O
th

er
 

in
st

ru
m

en
ts

 

   
   

   
   

   
   

   
   

  
In

su
la

te
d 

w
ir

e 

   
   

   
   

   
   

   
 

R
ub

be
r 

&
 p

la
st

ic
s 

  
O

th
er

 
el

ec
tr

ic
al

 
m

ac
hi

ne
ry

 
an

d 
ap

pa
ra

tu
s 

ne
c 

R
ai

lr
oa

d 
eq

ui
pm

en
t 

an
d 

tr
an

sp
or

t 
eq

ui
pm

en
t 

ne
c 

   
   

   
   

   
  

Fa
br

ic
at

ed
 

m
et

al
 

pr
od

uc
ts

 

   
   

   
   

   
   

   
L

ea
th

er
 

an
d 

fo
ot

w
ea

r 

Fu
rn

itu
re

, 
m

is
ce

lla
ne

ou
s 

m
an

uf
ac

tu
ri

ng
 

re
cy

cl
in

g 

   
   

   
 

W
oo

d 
&

 p
ro

du
ct

s 
of

 w
oo

d 
an

d 
co

rk
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
C

lo
th

in
g 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

T
ex

til
es

r

2.
59

3.
04

1.
40

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 1
.3

1 

1

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

1.
05

 
   

   
   

   
   

   
   

  
:0

.9
9 

0

 1
8 

 
.is

 

1.
16

 

1.
15

1.
58

 
97

 i x.
97

 

0.
95

1.
72

   
   

   
   

   
   

   
   

0.
89

0.
89

0.
87

   
   

   
   

   
   

   
 

o.
a2

I

0.
82

 

0.
81

 

0.
80

   
   

   
   

   
   

   
 

0.
78

0.
76

   
   

   
   

   
   

   
0.

75
 

   
   

   
   

   
   

  
0.

75

~I
U

0.
56

 

   
   

   
   

   
0.

55

0.
72

0
0.

5
i

1.
5

2
2.

5
3



ω
Φ
一コ
×
o
」
・

,

O
.O

◎o
.O

卜
.O

O
d

D
.
O

寸
.O

oっ
.
O

oっ
.O

⊆
Φ
℃
Φ
3
ω

◆

◆ 
 
⑩
=
拐

=
<

∈
⊇
望
Φ
m

 
 
◆

8

⊆
o
止

◆

ω
で
⊆
①
て
Φ
5

Φ
Z

 
 
 

◆

、

幽o
bo
コ
ゼ

o
ユ

 

◆
 a

◆cv

◆

〉
⊆
O
F
=
Φ
σ

'

◆

℃
⊆
。
三

」

 
 
 
 

◆

⊆
旧o
Ω
の

の
O
"
O
ρ
の

で
Φ
君
=
⊃
◆

 
 
 
 
 
 

∈
o
葛

≦
〉
モ

Φ
ρモ
⊃

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

◆

⊆
。
g

う

Φ
o
o
o
」
σ

◆

◆

o
≦
`
O

、

℃
⊆
』
Φ
出

◆

__L

寸
O

一一L   一一_一 一一」.

  ccO

8u叩OlO

吟
O

一L__.__一_」 一 一

閃
0

n

O

モ

"5
E

⊆
Φ
O

◆

i

0

0

(
§

鰹

,
灘

爨

)
週

嚠

枢
骭
』
過
oつ
N
團

‡



if
~7

24
 

1(
7i

-•

z

r i
U

ni
te

d 
St

at
es

• 
Po

rt
ug

al

N
 

a)
 

U
 

s a>
 

>
 L
 

a)
 

+
, 0

1.
5 

L

lr
 

i

Fr
an

ce
 

•

Sw
ed

en
 

•

A
us

tr
ia

 
Sp

ai
n•

 

D
en

m
ar

k

N
et

he
rl

an
ds

•J
ap

an
    

   
• 

G
er

m
an

y 
  

B
el

gi
um

j 
C

hi
na

U
ni

te
d 

K
in

gd
om

It
al

y

• 
Fi

nl
an

d

G
re

ec
e.

0.
5

• 
Ir

el
an

d

0

0
i

2 

R
ad

io
 

an
d 

T
el

ev
is

io
n 

R
ec

ie
ve

rs

3
4



△耳
図

N
α

庁
『
姆

▲剛
・再

艸耶
繭

(
田
Mπ
'
N
O
O
O
柑

)
(
卵

S

一
)

鷺

輩

・冲
弗
臼

嗇

輩

 

 

 

◆

ω

「

」

相対付加価値労働生産性

D
 
「

◇
肄
韶

 

 

 

 

 

 

一
τ
 

◆
◆

◆

◆

 
 
 

◆

纃

 
 
 
 
%
◆

 
 
◆
◆

◆

詩
態

丶
ご
▼
乂
・韜
・諾
営
H
劭

 
 

◆

◆

 
 
 

籵
肄
陟
繭

◆
購
蟄

」

団
苗

・団
潯
鰹
即

 

 

◆

O

O

一

N

ω

轟
 
 
 
 
 
 
 

α

盖
灘
繍
抖
鼎
諦
臠

O

刈

◎o

O



「 : ー 1 … 」 ー

ハ ∠  4 1

着
α
81

一 1 ! - I ー ト ー -

   の 0          4

   0       α

釧 越 瓶 埋 罩 畏 掌 夜 ㌍

02

 L
O

 
 
 
 
 
 
付
図
25
(続
き
)比
較
優
位
指
標
(日
本
、
20
00
年
)(
そ
の
2)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆
出
版
・印
刷

  
   
  
   
 _
鬻
罫
㌦
品
 

  
  
  
  
  
  
臨
癬
鱈
◆

濃
蠶
1驫
1

 
 
 
◆

窯
業
・
土
石

0
0.
2

0.
4

0.
6

相
対
資
本
装
備
率

o.
s

1
t2



付
図
26
資
本
装
備
率
と
労
働
生
産
性
(中
国
、
20
01
年
)

9r

it
◆
た
ば
こ

7

h - ー i ト ー I I -  ー 」      1  一

相 対 付 加 価 値 労 働 生 産 性

2r

- 「 ー I I 」 0

1 0

 
 
電
気
通
信

・
  
◆

◎
◆
◆
〆
:錘
一
幽

鉄
鋼
◆
 
 
◆
化
学
繊
維

 
 
 
◆

石
油
精
製
・コ
ー
ク
ス

1
2

3
4

5

相
対
資
本
装
備
率



付
図
26
(続
き
)資
本
装
備
率
と
労
働
生
産
性
(中
国
、
20
01
年
)(
拡
大
図
)

巨 i 1 1 ` ー ー L 「 1 1 - - ー ト i L 「

r

価  餌  協 2    」    1    2    β

相 対 付 加 価 値 労 働 生 産 性

「 i 」 F  L

㎝  oβ  05

a
家
具

ゑ
皮
革
・毛
皮
i楽
器
・軽
量
器

 
◆
教
育
・ス
ポ
ー
ツ
用
品

瀛
機
械

飾
品
加
工
◆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
食
料
品
製
造

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
金

 
 
 
 
 
 
 
お
ス
チ
ッ
ク
◆

 
 
◆
鋸
製
品
 
印
刷
製
却

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆
ゴ
ム

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆
木
材
加
工

 
◆
一
般
機
械

◆ 軍
事
用
品
  
 
 
 
 
 
 
 
窯
業
・土
石

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆

◆
紡
績

品
薬
医
 ◆

輸
送
機
械

 
◆

化
学
 
◆

◆
飲
料

 
 
◆

非
鉄
製
錬

◆
製
紙
・纏
品

0.
2

0.
4

0.
6

0.
8

相
対
資
本
装
備
率

1
1.
2

1.
4



付
図
27
タ
オ
ル
の
付
加
価
値
生
産
性
の
推
移
(日
本
、
19
95
年
価
格
)

12
00

 
 
「

11
00
 
ト

E R

1…
1

90
0

X9
94

19
95

19
96

19
97

X9
98

X9
99

20
00

20
01

西
暦


